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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」
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平
成
24
年
度
の
施
政
方
針
と

施
策
の
概
要

　

民
主
党
政
権
が
発
足
し
２
年

半
、
各
種
の
景
気
・
雇
用
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
改
善
の

兆
し
が
一
向
に
見
え
な
い
中
、
本

町
で
は
、
平
成
22
年
度
に
新
た
に

策
定
し
た
「
阿
武
町
基
本
計
画
後

期
５
カ
年
計
画
」
に
基
づ
い
て
各

種
事
業
を
鋭
意
展
開
し
て
来
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
の

経
験
か
ら
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
24

年
度
の
主
要
施
策
の
概
略
と
し
て
、

▼
産
業
対
策
の
う
ち
農
業
面
で
は
、

引
き
続
き
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

生
産
基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

更
に
、
農
業
法
人
や
認
定
農
業

者
等
の
意
欲
あ
る
農
業
者
の
育
成

支
援
を
行
う
と
同
時
に
、
新
規
就

農
者
の
農
事
組
合
法
人
で
の
研
修

者
受
け
入
れ
に
つ
い
て
町
単
独
事

業
と
し
て
こ
れ
を
支
援
し
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
漁
協
が
実
施
す

る
ク
ロ
ア
ワ
ビ
等
の
種
苗
生
産
、

稚
貝
の
購
入
及
び
、
新
た
に
キ
ジ

ハ
タ
稚
魚
購
入
費
等
の
補
助
や
、

他
地
域
と
の
差
別
化
の
た
め
ブ
ラ

ン
ド
タ
グ
取
り
付
け
資
材
購
入
等

の
支
援
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
対
策
と
し
て
、

新
た
に
町
単
独
の
起
業
化
支
援
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
道
の
駅
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
中
に
施
設
の

改
築
に
係
る
実
施
計
画
を
策
定

し
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
本
格
改

築
工
事
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

▼
暮
ら
し
の
対
策
で
は
、
町
内
の

老
人
福
祉
施
設
等
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的
な
活
用

を
推
進
す
る
と
共
に
、
要
援
護
者

の
緊
急
時
の
情
報
把
握
の
た
め
、

新
た
に
救
急
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付

を
行
い
ま
す
。

　

各
種
健
康
づ
く
り
教
室
や
サ
ロ

ン
な
ど
の
健
康
福
祉
事
業
、
生
活

支
援
事
業
、
延
長
保
育
や
妊
婦
、

育
児
相
談
を
は
じ
め
と
す
る
子
育

て
支
援
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
工

夫
を
加
え
な
が
ら
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▼
生
活
環
境
対
策
で
は
、
本
年
５

月
か
ら
交
通
の
便
の
悪
い
地
域
か

ら
地
域
の
拠
点
に
繋
ぎ
、
ワ
ン
コ

イ
ン
で
誰
で
も
乗
れ
る
交
通
空
白

地
域
有
償
運
送
を
便
数
も
増
や
し

試
験
運
行
の
後
、
10
月
か
ら
本
格

運
行
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
古
駅
南
側
に
整
備
中

の
仮
称
阿
武
町
中
央
公
園
に
つ
い

て
は
、
ト
イ
レ
・
倉
庫
棟
の
設
置

も
含
め
早
期
の
供
用
開
始
を
目
指

し
ま
す
。

　

継
続
事
業
の
町
道
汐
入
野
地
線

及
び
町
道
柳
尾
汐
入
線
に
つ
い
て

は
早
期
完
成
に
向
け
て
鋭
意
事
業

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
区
の
営
農
飲
雑
用

水
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
水
源

　平成24年度予算などを審議する平成24年第１回阿武町議会定例
会が、３月５日～19日までの会期15日間で開かれ、提出議案26件、
発議１件、選挙１件、請願１件、全員協議会での報告２件ほか１件
が、いずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されまし
た。定例会冒頭での中村町長の施策方針、新年度予算や主な事業を
紹介し、議決事項を報告します。

平成24年度町長の施策方針
最大の課題は、老若男女が安心して住めるまちづくり

消防設備・装備を充実
コミュニティワゴン導入で、交通空白地域を解消

「安全安心なまち」へ

確
保
の
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
の

で
測
量
試
験
の
後
、
工
事
に
着
工

し
ま
す
。

　

更
に
、
奈
古
中
央
消
防
器
庫
を

体
育
セ
ン
タ
ー
横
に
新
築
し
、
同

時
に
水
槽
付
普
通
消
防
ポ
ン
プ
車

を
更
新
配
備
す
る
と
共
に
、
福
賀

分
団
の
消
防
車
輌
を
中
村
の
福
賀

中
央
消
防
器
庫
に
集
約
し
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
軽
四
積
載
車
を
新

た
に
配
備
し
ま
す
。

▼
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
産
業
振
興
は
も
と
よ

り
、
住
み
や
す
い
住
宅
や
公
園
の

整
備
等
の
各
種
の
ハ
ー
ド
事
業
、

ま
た
、
魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
や

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
行
事
等
の
ソ
フ

ト
事
業
を
鋭
意
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
等
を
含
む

都
市
部
等
か
ら
の
移
住
者
を
、
高

齢
化
が
進
む
各
集
落
へ
と
誘
引

し
、
新
た
な
風
を
そ
の
地
域
に
入

れ
、
地
域
の
活
力
の
向
上
を
高
め

る
、
阿
武
町
型
の
定
住
対
策
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
広
報
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発

信
機
能
を
一
層
強
化
し
、
魅
力
あ

る
阿
武
町
の
姿
を
内
外
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
や
町
人

会
、
町
出
身
者
の
企
業
等
に
も
積

極
的
に
出
向
き
、
企
業
誘
致
の
足

が
か
り
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

▼
社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
町
内
小

学
校
３
、
４
年
生
で
使
用
す
る
社

会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
ふ

る
さ
と
阿
武
」
の
改
訂
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
山
口
国
体
の
成

果
を
継
承
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

更
に
地
域
に
根
付
か
せ
る
た
め
、

我
が
ま
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
に

よ
り
、各
種
教
室
等
を
行
い
ま
す
。

▼
住
民
参
画
対
策
と
し
て
は
、
自

治
会
制
度
も
よ
う
や
く
根
付
い
て

来
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
各
自
治

会
が
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
・
相
談
体
制
を
更

に
強
化
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
治
会
へ
の
各
種
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
使
い
勝
手
を
良

く
す
る
よ
う
内
容
等
の
再
検
討
も

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

に
い
て
は
、
町
内
３
地
区
で
実
施

す
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
出

前
ト
ー
ク
、
町
政
出
前
講
座
」
な

ど
も
要
請
に
応
じ
実
施
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
一
層
の

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
各
種
施
策
を
迅
速

か
つ
的
確
に
執
行
す
る
と
と
も

に
、
一
方
で
、
不
断
の
行
政
改
革

を
断
行
し
な
が
ら
町
政
運
営
を
行

っ
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

中村秀明町長



一般会計　２６億１,８００万円（６．０％減）
特別会計　１４億9,984万4,000円（0.5％増）
総　　額　４１億１,７８４万４,０００円（３．７％減）

平成２4年度当初予算が成立

第１回議会定例会　３月５日～19日

①
明
日
に
つ
な
ぐ
活
力
あ
る

　

産
業
づ
く
り

　

農
業
関
係
で
は
、
引
き
続
き
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
営
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
で
は
、
伊
豆

上
の
た
め
池
改
修
事
業
、
飯
谷
の

農
道
拡
幅
工
事
、
更
に
、
土
地
区

の
営
農
飲
雑
用
水
の
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入

れ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー

就
農
促
進
研
修
事
業
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
県
費
補
助
の
対
象
と

な
ら
な
い
農
事
組
合
法
人
で
の
研

修
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
町
単

独
事
業
と
し
て
こ
れ
を
支
援
し
ま

す
。

　

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
等
の
有
害
鳥

獣
の
被
害
対
策
に
つ
い
て
も
、
捕

獲
頭
数
の
増
頭
を
積
極
的
に
進
め

る
と
同
時
に
、
捕
獲
隊
へ
の
出
動

費
補
助
制
度
を
創
設
し
活
動
し
や

す
い
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

◎
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
（
１
５
８
３
万
円
）

◎
や
ま
ぐ
ち
集
落
営
農
生
産
拡
大

事
業
（
６
１
４
万
円
）

◎
農
事
組
合
法
人
後
継
者
育
成
事

業
（
２
４
０
万
円
）

　

水
産
業
関
係
で
は
、
漁
港
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
、
奈

古
漁
港
の
矢
板
護
岸
の
機
能
保
全

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
古
漁
港
内
の
漁
具
保

管
修
理
施
設
用
地
や
野
積
場
用
地

に
つ
い
て
、
舗
装
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
磯
焼
け
対
策
」
に

つ
い
て
は
、
沿
岸
域
で
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
や
漁
業
者
が
行
う
食

害
ウ
ニ
の
駆
除
等
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の

自
立
化
支
援
の
た
め
、
ク
ロ
ア
ワ

ビ
等
の
種
苗
生
産
、
稚
貝
の
購
入

及
び
、
新
た
に
キ
ジ
ハ
タ
稚
魚
購

入
費
等
の
補
助
を
行
う
と
共
に
、

他
地
域
と
の
差
別
化
の
た
め
ブ
ラ

ン
ド
タ
グ
取
り
付
け
資
材
購
入
等

の
支
援
も
行
い
ま
す
。

◎
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

（
２
６
０
１
万
円
）

◎
種
苗
放
流
等
事
業（
89
万
円
）

　

商
工
業
対
策
で
は
、
飲
食
店
や

小
売
店
、
農
林
漁
家
民
宿
な
ど
新

た
に
起
業
す
る
者
に
対
し
て
、
起

業
時
に
お
け
る
初
期
投
資
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
町
単
独
の
起
業
化
支

援
事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
道
の
駅
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
度
中
に
施
設
の
改

築
に
係
る
実
施
計
画
を
策
定
し
、

平
成
25
年
度
か
ら
の
本
格
改
築
工

事
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

◎
阿
武
町
起
業
化
支
援
事
業
（
50

万
円
）

②
み
ん
な
で
支
え
る
安
心
な

　

暮
ら
し
づ
く
り

　

健
や
か
な
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
妊
婦
健
康
診
査
費
用
の
補
助

や
内
容
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、

乳
児
健
康
診
査
や
子
宮
頸
が
ん
、

ヒ
ブ
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
事
業
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

更
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
ふ
た

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
の

要
援
護
者
の
緊
急
時
の
情
報
把
握

の
た
め
、
新
た
に
救
急
情
報
キ
ッ

ト
の
配
付
を
行
い
ま
す
。

◎
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
整
備
事

業
（
23
万
円
）

◎
子
宮
頸
ガ
ン
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
（
２
９
２
万
円
）

③
住
み
よ
い
快
適
な

　

環
境
づ
く
り

　

交
通
関
係
で
は
、
高
齢
化
が
進

　

今
年
度
の
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
26
億
１
８
０
０
万

円
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
１
億
６
７
０
０
万
円
、
６・０
％
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、（
仮
称
）阿
武
町
中
央
公
園
整
備
事
業
や

阿
武
小
学
校
屋
外
整
備
事
業
の
事
業
完
了
な
ど
に
よ
る
も
の
が
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
７
つ
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
予

算
総
額
も
41
億
１
７
８
４
万
４
０
０
０
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
１

億
５
８
９
１
万
円
、３・７
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
は
、
引
き
続
き
歳
出
の
抑
制
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
「
阿
武
町
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
と
の
整
合
性
と
行
財
政

改
革
を
進
め
つ
つ
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
24
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
阿
武
町
の
基
本

計
画
「
元
気
！
あ
ぶ
町
！
５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ

て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

※

◎
事
業
名　
　

※

（　

）内
の
金
額
は
今
年
度
予
算
額

平
成
24
年
度　

主
要
施
策
の
概
要

奈古漁港（矢板護岸）

3



4

平成24年度会計別予算状況平成24年度一般会計歳入歳出予算状況
予算総額26億1800万円

伸長率

△6.0%

0.5%

0.1%

△0.9%

8.1%

1.8%

△6.6%

△5.8%

0.7%

△3.7%

金　額

△ 167,000

8,090

704

△ 597

5,812

10,170

△ 3,178

△ 4,989

168

△ 158,910

構成比

63.6%

36.4%

15.3%

1.6%

1.9%

13.9%

1.1%

2.0%

0.6%

100.0%

当初予算額

前年度との比較平成24年度
区　　分

2,618,000

1,499,844

630,073

67,341

77,851

573,670

44,904

81,301

24,704

4,117,844

一般会計

特別会計

合　　計

国保
（事業勘定）
国保

（直診勘定）

後期高齢

介護保険

簡易水道

農業排水

漁業排水

歳出

歳入

議会費 1.5%

総務費 
14.9%

衛生費 7.9%

民生費 
21.6%

労働費 0.1%
農林水産業費 
11.6%

商工費 2.9%

土木費 13.1%

消防費 9.0%

教育費 5.9%

公債費 11.1%
予備費 0.4%

町税 10.8%町債 11.0% 地方譲与税 1.3%
地方消費税交付金 
0.8%
自動車取得税
交付金 0.3%
地方特例交付金
0.2%

地方交付税
　56.2%分担金及び

負担金 0.8%

使用料及び
手数料 2.0%

国庫支出金
9.0%

県支出金 6.2%
財産収入 0.3%
諸収入 1.1%

単位：千円

む
中
で
生
活
に
直
結
し
た
通
院
や

買
い
物
等
の
足
の
確
保
の
た
め
、

福
祉
有
償
運
送
と
し
て
の
現
在
の

高
齢
者
等
の
外
出
支
援
車
輌
と
診

療
所
送
迎
便
を
、
平
成
24
年
５
月

か
ら
は
地
域
の
拠
点
に
繋
ぎ
、
便

数
も
増
や
し
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
誰

で
も
乗
れ
る
交
通
空
白
地
域
有
償

運
送
に
一
元
化
し
、
各
地
区
毎
に

集
落
か
ら
各
地
区
の
拠
点
へ
定
時

定
路
線
方
式
で
接
続
す
る
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
事
業
を
始

め
ま
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
事

業
（
８
９
５
万
円
）

　

道
路
整
備
関
係
で
は
、
継
続
事

業
の
町
道
汐
入
野
地
線
及
び
町
道

柳
尾
汐
入
線
に
つ
い
て
は
早
期
完

成
に
向
け
て
鋭
意
事
業
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の

工
事
着
手
に
向
け
、
測
量
調
査
及

び
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

◎
町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

業
（
１
億
５
４
１
０
万
円
）

◎
町
道
柳
尾
汐
入
線
道
路
改
良
事

業
（
３
８
０
０
万
円
）

◎
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改
良

事
業
（
１
０
０
０
万
円
）

　

防
災
関
係
で
は
、
住
宅
の
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
に
係
る
経
費
の

一
部
補
助
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

に
対
す
る
負
担
金
を
支
出
し
ま

す
。

　

更
に
、
消
防
団
の
機
能
・
機
動

性
向
上
の
観
点
か
ら
、
奈
古
中
央

消
防
器
庫
を
体
育
セ
ン
タ
ー
横
に

新
築
し
、
同
時
に
水
槽
付
普
通
消

防
ポ
ン
プ
車
を
更
新
配
備
す
る
と

共
に
、
福
賀
分
団
の
消
防
車
輌
を

中
村
の
福
賀
中
央
消
防
器
庫
に
集

約
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
四

積
載
車
を
新
た
に
配
備
し
ま
す
。

　

機
器
・
機
材
や
消
火
栓
に
つ
い

て
は
、
計
画
を
前
倒
し
し
、
平
成

24
年
度
に
お
い
て
集
中
的
な
整
備

を
行
い
ま
す
。

◎
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
改
修

工
事
事
務
委
託
事
業
（
５
８

８
０
万
円
）

◎
奈
古
中
央
消
防
器
庫
新
築
事
業

（
４
３
５
６
万
円
）

　

環
境
衛
生
関
係
で
は
、
平
成
27

年
度
供
用
開
始
予
定
の
萩
・
長
門

清
掃
一
部
事
務
組
合
の
清
掃
工
場

建
設
事
業
に
対
す
る
負
担
も
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

対
す
る
補
助
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
現
在
、
奈
古
駅
南
側

に
整
備
中
の（
仮
称
）阿
武
町
中
央

公
園
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
・
倉

庫
棟
の
設
置
も
含
め
早
期
の
供
用

開
始
を
目
指
し
ま
す
。

◎
萩
・
長
門
清
掃
工
場
事
業
事
務

コミュニティワゴン

町道柳尾汐入線

奈古中央消防器庫新築予定地
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委
託
事
業
（
６
９
７
８
万
円
）

◎
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
事
業
（
１
４
０

万
円
）

④
と
も
に
築
く

　

定
住
の
ま
ち
づ
く
り

　

魅
力
が
あ
り
定
住
し
た
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
住
み
や
す
い
住

宅
や
公
園
の
整
備
等
の
各
種
ハ
ー

ド
事
業
、
ま
た
、
魅
力
あ
る
子
育

て
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
行
事

等
の
ソ
フ
ト
事
業
を
鋭
意
進
め
ま

す
。

　

公
営
住
宅
の
建
設
も
引
き
続
き

行
う
一
方
で
、
地
域
の
活
力
を
高

め
る
、
阿
武
町
型
の
定
住
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
の
足
が
か
り
と
な

る
よ
う
、
都
市
圏
で
の
定
住
フ
ェ

ア
等
に
参
加
す
る
と
同
時
に
、
町

の
広
報
誌
、
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ

ー
、
ふ
る
さ
と
寄
附
等
で
醸
成
し

た
意
識
を
発
展
さ
せ
、
同
窓
会
や

町
人
会
、
町
出
身
者
の
企
業
等
に

も
積
極
的
に
出
向
き
、
企
業
誘
致

の
足
が
か
り
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

◎
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
７
０
０

０
万
円
）

◎
定
住
対
策
ソ
フ
ト
事
業
（
３
９

２
万
円
）

⑤
い
き
い
き
と
未
来
に

　

輝
く
人
づ
く
り

　

ふ
る
さ
と
愛
を
基
盤
と
し
た
ふ

る
さ
と
教
育
の
推
進
の
観
点
か

ら
、
町
内
小
学
校
で
使
用
す
る
社

会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
ふ

る
さ
と
阿
武
」
の
改
訂
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
進
入
路
の
拡
幅
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
へ
の
階
段
の
新
設
、
閉
鎖
中

の
旧
宇
田
中
の
ト
イ
レ
の
倉
庫
へ

の
改
修
等
を
行
い
ま
す
。

　

更
に
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明

設
備
に
つ
い
て
、
商
用
電
源
か
ら

自
家
用
発
電
機
へ
の
切
替
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
山
口
国
体
の
成

果
を
継
承
し
、
我
が
ま
ち
ス
ポ
ー

ツ
推
進
事
業
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
各
種

教
室
等
を
行
い
ま
す
。

◎
小
学
校
社
会
科
副
読
本
改
定
事

業
（
71
万
円
）

◎
保
健
体
育
施
設
等
整
備
事
業

（
７
４
６
万
円
）

⑥
連
携
の
き
ず
な
が
広
が
る

　

し
く
み
づ
く
り

　

町
と
自
治
会
の
新
た
な
協
働
の

し
く
み
づ
く
り
の
た
め
に
、
各
自

治
会
に
交
付
し
て
い
る
各
種
交
付

金
に
つ
い
て
引
き
続
き
交
付
す
る

と
共
に
、
各
自
治
会
が
本
来
の
機

能
を
発
揮
す
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
・
相
談
体
制
を
更
に
強
化
し
ま

す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

反
映
す
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

も
町
内
３
地
区
で
実
施
す
る
と
と

も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
出
前
ト
ー

ク
、
町
政
出
前
講
座
」
な
ど
も
要

請
に
応
じ
実
施
し
ま
す
。

◎
自
治
会
総
合
交
付
金
交
付
事
業

（
９
９
１
万
円
）

　　

本
定
例
会
一
般
質
問
に
は
、
２

人
の
方
か
ら
次
の
４
つ
の
質
問
が

あ
り
、
町
長
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

長
嶺
吉
家
議
員

○
道
の
駅
阿
武
町
の
再
生
ビ
ジ
ョ

　

ン
と
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

○
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

小
田
達
雄
議
員

○
無
角
和
種
の
振
興
策
に
つ
い
て

○
今
後
の
町
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

な
お
詳
し
い
内
容
は
Ｐ
７
議
会

だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な

財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
及
び

「
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
公
布
に
伴
い
、
復
興
・

震
災
対
策
財
源
確
保
の
た
め
に
個

人
住
民
税
均
等
割
を
平
成
35
年
度

ま
で
の
10
年
間
、
５
０
０
円
引
き

上
げ
る
等
の
町
税
条
例
の
一
部
改

正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の
３

年
間
と
な
る
第
５
期
の
介
護
保
険

料
の
改
訂
に
係
る
条
例
の
一
部
改

正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

阿
武
町
道
路
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

町
道
田
別
当
線
の
追
加
路
線
の

変
更
認
定
並
び
に
、
こ
れ
に
伴
う

町
道
路
条
例
の
一
部
改
正
で
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
法
の
同
居
親
族
要
件

の
廃
止
に
伴
い
、
条
例
で
同
様
の

要
件
を
継
続
す
る
た
め
の
改
正
並

び
に
住
居
表
示
の
変
更
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

一
般
住
宅
岡
田
橋
団
地
及
び
旧

コ
プ
ロ
ス
社
員
寮
を
改
造
し
た
東

方
１
号
か
ら
４
号
住
宅
の
供
用
開

始
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
並
び

に
、
駐
車
場
使
用
料
の
改
正
で

す
。
な
お
、
駐
車
料
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
回
、
町
内
の
住
宅
に
つ

い
て
は
統
一
料
金
と
す
る
こ
と
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管

理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
令
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、

公
民
館
運
営
審
議
会
の
委
員
の
委

嘱
の
基
準
が
法
律
か
ら
省
令
に
移

行
し
た
こ
と
に
伴
う
条
例
の
一
部

改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
度
繰

越
）
阿
武
町
役
場
本
庁
庁
舎
耐
震

一
般
質
問

岡田橋住宅
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町
職
員
の
異
動
等

〈　

〉は
旧
職
名
等

新規採用
下川　翔平

補
強
改
修
工
事
の
請
負
契
約
の
一

部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

本
庁
庁
舎
耐
震
補
強
改
修
工
事

の
工
事
内
容
の
変
更
等
に
係
る
契

約
の
一
部
変
更
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
同
組

合
の
共
同
処
理
事
務
の
う
ち
、
公

平
委
員
会
事
務
に
下
松
市
を
加
え

る
た
め
の
規
約
の
変
更
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
７

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

工
事
名
・（
請
負
金
額
・
請
負

業
者
名
）　

◆
平
成
23
年
度
宇
田
地
区
漁
業
集

落
排
水
施
設
多
重
円
板
型
脱
水

機
修
繕
工
事
・
５
９
８
万
５
０

０
０
円
・
㈲
鶴
見
製
作
所

◆
平
成
23
年
度
下
溝
地
区
ゲ
ー
ト

整
備
工
事
・
２
６
６
７
万
円
・

㈲
吉
岡
土
建

◆
平
成
23
年
度
阿
武
町
一
般
住
宅

（
旧
コ
プ
ロ
ス
社
員
寮
）改
修
工

事
・
８
９
２
万
５
０
０
０
円
・

阿
武
建
設
㈱

◆
平
成
23
年
度
（
仮
称
）
中
央
公

7
件
契
約
の
締
結
の
報
告

園
整
備
事
業
・
４
２
０
０
万

円
・
小
田
産
業
㈱

◆
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
度
繰

越
）
町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新

設
工
事
（
第
２
工
区
）
・
３
９

９
０
万
円
・
小
田
建
設
㈱

◆
平
成
23
年
度
住
民
基
本
台
帳
法

改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
・
１
５
３
７
万
４
１
０

０
円
・
㈱
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

◆
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
度
繰

越
）
町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新

設
工
事
（
第
３
工
区
）
・
２
０

３
７
万
円
・
極
東
興
和
㈱

【
異
動
】

●
４
月
１
日
付

▼
中
野
克
美
＝
住
民
課
長
〈
宇
田

郷
支
所
長
・
兼 

宇
田
郷
支
所

出
納
員
・
兼　

阿
武
町
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
所
長
・
併
任　

阿

武
町
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
〉

▼
近
藤　

進
＝
宇
田
郷
支
所
長

（
課
長
補
佐
の
職
）・
兼　

宇

田
郷
支
所
出
納
員
・
兼　

阿
武

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
・

併
任　

阿
武
町
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
・
併
任　

宇
田
郷
公
民

館
長
〈
民
生
課
長
補
佐
・
兼　

国
保
係
長
〉

　

３
月
13
日
（
火
）
役
場
で
、
萩

山
口
信
用
金
庫
か
ら
町
へ
寄
附
金

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
信
用
金
庫
が
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域

応
援
定
期
預
金
残
高
の
０
・
０
２

％
を
営
業
地
区
内
の
市
町
に
対
し

て
寄
附
す
る
も
の
で
、
阿
武
町
に

は
10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
と
し
て
、
地
域
振
興
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

萩
山
口
信
用
金
庫
が

町
へ
10
万
円
を
寄
附

寄
附
金

あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　ふるさと納税（寄附金）とは、自分が育ったり、関
わりが深い地域を応援したいという気持を形にする
しくみです。ふるさと振興基金へ積み立て、自然、
文化、地域のために活用させていただきます。
〈３月の寄附金者〉
【１０万円】波多　博さん（山口市在住）〔惣郷出身〕

現在の累計額２５９万１０００円です。
※本人の了承を得たもののみ掲載しています。

ふるさと納税（寄附金）ありがとうございます

▼
水
津
繁
斉
＝
民
生
課
課
長
補
佐

・
兼　

国
保
係
長
〈
民
生
課
課

長
補
佐
・
兼 

介
護
福
祉
係
長
〉

▼
藤
田
康
志
＝
民
生
課
環
境
保
健

係
長
〈
教
育
委
員
会
（
係
長
の

職
）

▼
藤
村
憲
史
＝
福
賀
支
所
勤
務
・

併
任　

福
賀
公
民
館
職
員
〈
総

務
課
〉

▼
石
田
雄
一
＝
総
務
課
勤
務
〈
民

生
課
〉

▼
矢
田
耕
一
＝
派
遣
社
会
教
育
主

事
・
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

・
兼　

社
会
教
育
係
長
〈
育
英

小
学
校
教
諭
〉

▼
有
馬
章
治
＝
椿
西
小
学
校
教
諭

〈
派
遣
社
会
教
育
主
事
・
教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
長
〉

【
新
規
採
用
】

▼
下
川
翔
平
＝
教
育
委
員
会
へ
出

向
・
併
任　

教
育
委
員
会
事
務

職
員
・
教
育
委
員
会
事
務
局
勤

務
【
退
職
】

●
３
月
31
日
付

▼
小
野
一
司
＝
〈
住
民
課
長
〉

▼
長
嶋
悦
子
＝
〈
福
賀
支
所
（
係

長
の
職
）〉

　「福と賀の里創生企画」と「福賀公民館」
では、コイのぼり設置スタッフと、不要にな
ったコイのぼりを大募集しています。これは
５月の福賀の風物詩となっている、大井川沿
いのコイのぼりで、今年も１２０匹をたてる予
定です。新緑薫る、福と賀の里で、コイのぼ
りたてに心地良い汗を流しませんか！
◆日　　時　４月27日（金）午後３時
◆集合場所　福賀宮の馬場付近
◆問い合わせ先　福賀公民館　☎５－０２１１

コイのぼりスタッフ募集



7

問　

無
角
和
種
の
生
産
状
況

と
販
売
状
況
は
。

町
長　

現
在
公
社
で
は
、
繁

殖
牛
60
頭
、
子
牛
20
頭
、
肥

育
牛
45
頭
等
１
３
０
頭
飼
育

し
て
お
り
、
月
平
均
３
頭
出

荷
し
て
い
る
。
出
荷
は
入
札

方
式
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
定
額

価
格
で
特
定
の
業
者
に
引
き

取
ら
れ
て
い
る
。

問　

１
カ
所
で
の
繁
殖
を
沿

岸
部
へ
拡
げ
る
計
画
は
な
い

か
。

町
長　

県
内
で
は
公
社
以
外

で
60
頭
ば
か
り
飼
育
し
て
い

る
が
、
近
親
交
配
の
懸
念
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
全
国
和

牛
登
録
協
会
と
も
連
携
し
、

問　

情
報
シ
ス
テ
ム
関
係
経

費
の
ま
す
ま
す
の
増
加
に
対

す
る
対
応
は
。

町
長　

電
算
シ
ス
テ
ム
は
事

務
処
理
上
大
変
有
効
で
あ
る

が
、
１
回
導
入
す
れ
ば
済
む

も
の
で
は
な
く
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
更
新
が
必
要
に
な

る
。
ま
た
、
法
改
正
等
に
よ

り
シ
ス
テ
ム
改
修
が
生
じ
る

な
ど
大
き
な
財
政
負
担
で
は

あ
る
が
、
電
算
シ
ス
テ
ム
抜

き
で
は
業
務
の
継
続
は
困
難

で
あ
る
。
今
後
経
費
の
削
減

に
向
け
て
他
の
自
治
体
等
と

も
協
力
し
鋭
意
検
討
し
て
い

く
。

問　

も
っ
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
歳
出
を
向
け
て
は
。

町
長　

各
種
大
型
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
目
途
が
つ
い
た
が
、

今
後
は
、
新
清
掃
工
場
の
負

問　

海
水
魚
も
淡
水
魚
も
生

育
で
き
る
「
好
適
環
境
水
」

の
導
入
に
よ
る
キ
ジ
ハ
タ
な

ど
高
級
魚
の
養
殖
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
。

町
長　

養
殖
漁
業
を
考
え
る

時
代
が
近
づ
い
て
い
る
と
も

考
え
る
が
、
海
の
幸
に
恵
ま

れ
た
阿
武
町
の
天
然
地
魚
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問　

水
を
瞬
時
に
凍
ら
せ
て

細
胞
を
傷
つ
け
な
い
「
Ｃ
Ａ

Ｓ
冷
凍
」
や
氷
点
下
で
も
凍

ら
な
い「
氷
感
庫
」に
よ
る
貯

蔵
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
。

町
長　

今
後
、
事
業
主
体
か

ら
購
入
支
援
の
要
望
が
あ
れ

ば
導
入
の
計
画
を
吟
味
し
た

う
え
で
、
国
等
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
支
援
を
検
討
す

る
。

問　

特
産
品
の
開
発
に
必
要

な
加
工
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
。

町
長　

自
主
的
な
活
動
を
す

る
た
め
の
加
工
施
設
に
つ
い

て
は
、
計
画
内
容
や
要
望
に

応
じ
、
補
助
事
業
を
活
用
し

て
の
支
援
を
検
討
す
る
。

問　

道
の
駅
阿
武
町
再
生
ビ

ジ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ

い
て
。

町
長　

道
の
駅
阿
武
町
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
委
員
会
で
決
定
さ
れ

た
「
Ｈ
ｏ
ｔ
す
る
ね
道
の
駅

・
阿
武
町
」
で
、
こ
れ
ま
で

使
わ
れ
て
い
る
阿
武
町
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ

で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

問　

テ
ル
メ
阿
胡
の
温
泉
源

の
現
状
と
温
泉
施
設
の
今
後

の
計
画
は
。

町
長　

当
面
は
現
在
の
泉
源

並
び
に
配
管
施
設
を
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
維
持
管
理
し

な
が
ら
、
新
た
な
入
浴
施
設

を
整
備
し
た
い
。

問　

道
の
駅
施
設
設
計
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
委
員
会
の
開
催
時
期

は
。

町
長　

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
・
施

設
整
備
計
画
策
定
委
員
会
の

報
告
書
に
基
づ
き
基
本
設
計

一
般
質
問  

第
１
回
定
例
会  

3
月
14
日

Q　

道
の
駅
阿
武
町
の
再
生
ビ
ジ
ョ

　
　

ン
と
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

Ａ　

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
き

　
　
　
　
　
　

新
た
に
施
設
を
整
備

Q　

６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

Ａ　

農
林
漁
業
者
等
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　

を
支
援
し
地
場
産
業
を
振
興

長嶺吉家  議員

町
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

問

町
長

問

町
長

町
長

問

問

問

小田達雄  議員

問町
長

問

町
長

問

Q　

無
角
和
種
の
振
興
策
に
つ
い
て

Ａ　

社
団
法
人 

無
角
和
種
振
興

　
　

公
社
で
繁
殖
・
保
存
に
努
め
る

Q　

今
後
の
町
財
政
運
営
に
つ
い
て

Ａ　

自
主
財
源
が
少
な
い
の
で
、

　
　
　

対
策
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る

子牛の飼育施設道の駅　阿武町（全景）

問

を
し
、
今
後
の
具
体
的
な
実

施
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
取
締
役
会
、
議

会
と
の
調
整
・
協
議
を
図
っ

た
中
で
進
め
て
い
く
。

担
と
、
道
の
駅
整
備
に
多
額

の
負
担
が
生
じ
る
と
予
想
さ

れ
る
。
今
後
の
事
業
計
画

は
、
22
年
度
か
ら
の
５
カ
年

計
画
や
27
年
度
か
ら
の
長
期

基
本
計
画
の
策
定
に
よ
り
整

備
を
考
え
て
い
く
。

繁
殖
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
沿
岸
部
へ
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
に

勘
案
し
て
リ
ス
ク
が
大
き
い

の
で
、
得
策
で
は
な
い
。

道
の
駅　

阿
武
町



8

体
育
セ
ン
タ
ー
前
の

集
積
状
況

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

問　

資
源
ご
み
集
積
場
の
設

置
場
所
は
。

答　

体
育
セ
ン
タ
ー
玄
関
の

と
こ
ろ
を
集
積
場
と
し
て
い

た
が
、
こ
ど
も
館
や
児
童
保

育
等
で
出
入
り
が
多
く
な
っ

た
の
で
、
幅
６
ｍ
、
奥
行
き

３
ｍ
、
高
さ
2
・
3
ｍ
の
物

置
を
野
地
踏
切
そ
ば
の
駐
車

場
に
設
置
す
る
。

　

鍵
は
、
金
曜
日
に
開
け
、

土
曜
日
の
搬
出
後
閉
め
る
。

問　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
運
営

事
業
委
託
料
の
減
額
の
要
因

は
。

答　

冬
季
や
夏
季
な
ど
に
は

利
用
は
あ
る
が
、
平
均
し
て

利
用
が
少
な
い
こ
と
が
要
因

で
あ
る
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

的
な
利
用
は
ル
ー
ル
上
で
き

な
い
の
で
、
清
光
苑
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
等
で
で
き
る
だ

け
対
応
し
た
い
。

問　

町
職
員
の
交
通
安
全
意

識
の
啓
発
は
。

答　

年
末
年
始
を
中
心
に
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
る

が
、
交
通
事
故
は
も
ち
ろ
ん

交
通
違
反
事
項
に
つ
い
て
も

報
告
す
る
よ
う
常
に
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
よ
り

自
動
車
学
校
で
の
研
修
も
行

い
交
通
安
全
意
識
の
再
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
も

予
算
計
上
し
て
い
る
。

問　

バ
ス
停
ポ
ー
ル
の
設
置

場
所
は
。

答　

５
月
か
ら
試
行
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

伴
い
、
バ
ス
が
停
車
す
る
場

所
を
、
集
会
所
を
中
心
に
40

箇
所
程
度
予
定
し
て
い
る
。

問　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

整
備
事
業
の
情
報
の
内
容

は
。

答　

従
来
か
ら
民
生
委
員
等

で
作
成
し
て
い
る
が
、
か
か

り
つ
け
医
な
ど
追
加
し
冷
蔵

庫
の
中
に
置
け
る
よ
う
に
し

た
。

問　

食
の
自
立
支
援
事
業
の

内
容
は
。

答　

こ
の
事
業
は
配
食
サ
ー

ビ
ス
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
も
実
施
し
て
い
る
が
、

毎
日
か
週
３
回
、
副
食
の
み

必
要
に
応
じ
実
施
し
て
い

る
。

　

そ
の
他
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ

ン
、
独
り
暮
ら
し
の
料
理
教

室
等
高
齢
者
の
食
生
活
支
援

事
業
も
行
っ
て
い
る
。

問　

訪
問
指
導
用
の
電
気
自

動
車
の
導
入
に
つ
い
て
。

答　

保
健
師
が
い
ろ
い
ろ
な

用
具
を
積
ん
で
訪
問
す
る
た

め
、
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
軽
四

輪
車
を
予
定
し
て
い
る
。
町

内
移
動
の
た
め
本
庁
庁
舎
で

の
充
電
で
対
応
す
る
。

問　

農
事
組
合
法
人
後
継
者

育
成
補
助
金
と
は
。

答　

町
単
独
事
業
と
し
て
、

後
継
者
育
成
の
た
め
農
事
組

合
法
人
が
雇
用
す
る
場
合
、

町
か
ら
10
万
円
、
法
人
か
ら

５
万
円
の
月
15
万
円
で
就
農

を
図
る
制
度
で
、
最
大
２
年

間
を
予
定
し
て
い
る
。
農
作

業
の
み
で
な
く
法
人
経
営
・

経
理
作
業
等
も
含
ま
れ
る
。

問　

阿
武
町
起
業
化
支
援
補

助
金
の
対
象
事
業
は
。

答　

新
規
起
業
の
た
め
の
設

備
資
金
の
み
で
な
く
、
特
産

品
開
発
等
初
期
投
資
も
含
め

て
考
え
て
い
る
。
な
お
、
萩

市
内
で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
的
な
も
の
は
考
え
て
い
な

い
が
、
道
の
駅
で
の
出
店
は

考
え
て
い
る
。

問　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜

間
照
明
設
備
が
発
電
機
式
に

な
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
等
は
。

答　

現
在
１
kw
の
照
明
器
具

を
98
個
設
置
し
て
い
る
。
高

電
圧
契
約
の
た
め
年
間
１
８

０
万
円
で
、
１
回
あ
た
り
３

万
６
９
８
０
円
と
な
る
。
こ

れ
に
対
し
使
用
料
は
３
６
０

０
円
。
発
電
機
に
す
る
と
、

機
械
等
で
６
５
０
万
円
と
な

る
が
、
電
気
料
、
保
守
料
等

を
考
え
て
も
３
年
半
で
採
算

が
取
れ
る
計
算
で
あ
る
。

　

ま
た
、
使
用
方
法
は
従
前

と
同
様
鍵
を
借
り
、
発
電
機

を
始
動
す
る
も
の
で
、
終
了

後
発
電
機
を
止
め
施
錠
す
る

方
法
で
あ
る
。

問　

福
賀
中
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
。

答　

平
成
24
年
４
月
か
ら
生

徒
数
が
10
人
を
割
る
こ
と
か

ら
阿
武
中
学
校
へ
の
統
合
を

予
定
し
て
い
た
が
、
23
年
７

月
地
区
住
民
よ
り
時
期
尚

早
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

更
に
24
年
２
月
に
保
護
者
の

話
し
合
い
の
結
果
、
統
合
し

た
く
な
い
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
た
だ
、
校
舎
の
耐
震
化

問
題
等
も
あ
る
の
で
、
今
後

更
に
検
討
を
し
て
い
く
。

問　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

今
後
の
傾
向
は
。

答　

最
近
早
め
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
申
請
が
さ
れ
る

た
め
、
軽
度
の
人
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
伸
び
る

傾
向
が
あ
る
。
従
っ
て
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
よ
り
安
価
で
あ

る
が
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は
多
様
に
な
っ
て
い

る
。

問答

問 問答答答 問

問問 答答

問

問答 問答

答問答

問答問答

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
発
電
機

　
　
　
　

（
イ
メ
ー
ジ
）

導
入
予
定
の
訪
問

指
導
用
電
気
自
動
車

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

3
月
15
日
開
催

平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
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現地踏査

　

平
成
24
年
度
阿
武
町
予
算

案
は
「
阿
武
町
基
本
構
想
基

本
計
画
」
に
基
づ
い
て
後
期

５
カ
年
計
画
の
３
年
目
の
予

算
編
成
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
案
は
、
総

額
26
億
１
８
０
０
万
円
で

す
。
町
民
の
安
全
と
災
害
に

備
え
た
町
づ
く
り
や
町
の
基

盤
充
実
等
に
重
点
が
置
か
れ

た
実
現
性
の
あ
る
予
算
だ
と

考
え
ま
す
。
歳
入
で
は
、
町

税
の
減
少
を
は
じ
め
地
方
交

付
税
の
２
８
０
０
万
円
の
減

少
と
各
交
付
金
、
国
庫
・
県

支
出
金
の
減
少
が
影
響
し
て

お
り
、
前
年
度
対
比
１
億
６

７
０
０
万
円
の
６
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

一
方
歳
出
で
は
、
増
額
は

消
防
施
設
新
規
事
業
と
し
て

奈
古
中
央
消
防
器
庫
や
消
防

救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

工
事
費
、
懸
案
の
道
の
駅
再

生
に
向
け
た
道
の
駅
施
設
設

計
委
託
料
等
で
、
計
２
億
６

４
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

減
額
で
は
、
前
年
度
の
阿

武
小
学
校
屋
外
整
備
事
業
や

戸
籍
住
基
整
備
に
係
る
作
業

等
の
事
業
完
了
に
よ
り
、
１

億
６
７
０
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

阿
武
町
の
主
要
施
策
の
６

つ
の
柱
で
あ
り
ま
す
「
産
業

対
策
」、「
暮
ら
し
の
対
策
」、

「
生
活
環
境
対
策
」、「
定
住

促
進
対
策
」、「
社
会
教
育
・

学
校
教
育
の
推
進
対
策
」、

「
住
民
参
画
対
策
」
に
そ
れ

ぞ
れ
新
規
事
業
や
継
続
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
全

項
目
へ
の
目
配
り
と
防
災
・

安
全
対
策
へ
の
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
予
算
編
成
が
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
７
つ
の
特
別
会
計

は
、
総
額
14
億
９
９
８
４
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

対
比
８
０
９
万
円
の
０
・
５

％
で
必
要
最
低
限
の
増
額
で

あ
り
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め

ら
れ
て
い
る
予
算
編
成
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
、
予
算
総
額
41
億
１

７
８
４
万
円
に
つ
い
て
原
案

の
通
り
賛
成
を
い
た
し
ま
す
。

西村良子　議員

平
成
24
年
度　

予
算
賛
成
討
論

現地踏査では、外海第二栽培漁業センター（キジハタ種苗生産棟）、堤ヶ浴ため池、
郷川河川親水公園、岡田橋住宅、東方住宅、宇久地区農地改良の現地を踏査しました。

　阿武町では、クリーンエネルギーの導入を積極的に支援することにより地球温暖化防止を図るため、
住宅の屋根に太陽光発電システムを設置する方に対し、補助金の交付を
行います。
　補助金を希望される方は、申請を必ず工事着工前に行ってください。
（１）　補助金額　最大出力１ｋＷあたり35,000円（上限14万円／件）
（２）　対象者　町内の自ら居住する住宅に発電システムを設置する方で、
　　　電灯契約を結び、町税を完納している方。
◆問い合わせ先　役場民生課 環境保健係　☎２－３１１３

平成24年度 阿武町住宅用太陽光発電システム
設置費補助金の受付開始！

外海第二栽培漁業センター
（キジハタ種苗生産棟）郷川河川親水公園

東方住宅

堤ヶ浴ため池

岡田橋住宅宇久地区農地改良
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道の駅 阿武町
新支配人紹介

このたび、４月１日から道の駅阿武町支配人に就任された田中良平さんを紹介します。
豊富な経験を生かし、道の駅をさらに元気にすることが期待されています。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ

　町では、個人、グループ等による
新たな起業（平成24年度以降）に対
し、初期投資等に係る経費負担の軽
減対策として、最大50万円（予算の
範囲内）を限度に支援します。

■対象となる事業・経費
　各種小売店、飲食店、農林漁家民宿等、事業所開設に
伴う事業所の賃借・設備備品の購入等（補助対象経費の
総額が30万円以上、補助率２分の１）

■対象となる方
①起業の日に町内に居住、または居住を予定している方
②町内に事業所を設置、または設置しようとしている方
③町税を全て納付している方　※事業の拡張等は対象外

阿武町起業化支援補助金交付事業

あなたの 　　　　　　　　チャレンジ

詳細・問い合わせ先：阿武町役場・経済課商工水産係
☎０８３８８－２－３１１４・Fax０８３８８－２－０１００

E-mail：keizai@town.abu.lg.jp
阿武町のホームページ（http://www.town.abu.lg.jp/）

から詳細や様式をダウンロードできます。

　阿武町の熱い仲間の思いに心動かされ、阿武町に帰ってきました。サンマートにいた時の私を
覚えていてくださる方に会うたびに声をかけていただき、本当にうれしく思います。
　阿武町の人はみんな良い人ばかり。私の出身地である木与の仲間も、阿武町をなんとかしたい
という思いを持っています。
　まずは、しっかり道の駅の現状を把握して、こうすればもっと魅力が出る、収益にもつながる
ポイントを見つけ出します。そして、支えてくれる人たちとイメージをしっかり共有し、みなさ
んと一緒に道の駅を、阿武町をより笑顔溢れる場所としていけるよう一生懸命がんばります。よ
ろしくお願いします。
●氏名・出身　田中良平、阿武町木与
●生年月日・星座　昭和26年６月15日（60歳）・双子座
●職　　　歴　昭和47年４月　世田谷ディリートリィート㈱入社　食品販売の基礎を習得
　　　　　　　昭和55年８月　㈱丸久入社　宇部東岐波店店長、サンマート奈古店店長などを歴任
　　　　　　　平成18年５月　帝都自動車交通㈱入社　東京でタクシードライバーとして勤務
●趣　　　味　町並み・自然を見て歩くこと（季節・時間によって違う匂いを感じることが好き）

た　なかりょうへい

山口県立大学阿武サテライトカレッジ
知っておかないと損をする!
身近な制度と法律
第１回　５月１２日（土）10：30～12：00
医療と介護サービスを上手に利用する
ために　社会福祉学部教授　田中耕太郎
第２回　５月１９日（土）10：30～12：00
悪徳商法にどう対応すればよいか

社会福祉学部准教授　藪本知二
第３回　６月２日（土）10：30～12：00
遺言を愛のメッセージにするために

社会福祉学部准教授　藪本知二
●会場／阿武町町民センター
●定員／40人
●受講料／1,000円（全3回）
●応募期限／4月27日（金）（必着）
●申込方法／はがき、電話またはFAXで、
氏名・住所・電話番号を下記の宛先ま
でお知らせください。〒759-3622　阿
武町大字奈古3078-1阿武町教育委員会
　社会教育係　☎08388－2－0501 
FAX.08388－2－2075
●受講通知／はがきで通知
※全講座を受講すると修了証書を授与

“最大50万円”を応援します！

に

新支配人
田中良平さん
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21
組
が
十
八
番

　
　

（
お
は
こ
）
を
披
露
！！

　

ま
ち
の
芸
能
人
た
ち
が
十
八
番

を
披
露
す
る
「
第
７
回
あ
ぶ
芸
能

祭
」
が
、
４
月
８
日
町
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主
催
・

阿
武
芸
能
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
、
後
援
・
阿
武
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
、
阿
武
町
社
会
福

祉
協
議
会
）

　

町
全
体
で
の
開
催
は
７
回
目
で

21
組
の
個
人
・
団
体
が
、
カ
ラ
オ

ケ
や
バ
ン
ド
演
奏
、
日
舞
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
て
十
八
番

を
披
露
し
ま
し
た
。

 

な
お
、
こ
の
芸
能
祭
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
活
動
の
一
環
と
し
て
も
開

催
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
や
来
場

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
募
金

20
万
４
８
６
２
円
は
、「
ふ
れ
あ
い

と
明
る
い
地
域
づ
く
り
」
に
役
立

て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

後
日
、
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
基
金
と
赤
い
羽
根
共
同
募

金
な
ら
び
に
東
日
本
大
震
災
義
援

金
と
し
て
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

元気！阿武町！５００１プラン　いきいきと未来に輝く人づくり

あ
ぶ
芸
能
祭

町
の
芸
能
人
の
祭
典

町
民
セ
ン
タ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
約
２０
万
円
を
寄
付

第７回

阿胡スティックスのみなさん

し
ゃ
く
な
げ
の
会

原
田
さ
ん

華
祥
会　

水
津
さ
ん

五色会　杉さん他 藤浩会　鈴木さん他

原田さん応援横断幕（大ウケ） レインボーのみなさん

千
歳
会　

宇
田
川
千
歳
さ
ん

特
別
企
画　

協
力
企
業

萩
山
口
信
用
金
庫
奈
古

支
店　

原
田
さ
ん

歌
夢
舞

小
野
さ
ん
・
岡
村
さ
ん

宇田さくら会
清水さん他

愛
奈
会

小
田
さ
ん
他

元気の秘訣は「多趣味」！

花
祥
会

　

三
浦
さ
ん

うもれ木の会　黒川さん

愛奈会　網屋さん

元気なご長寿
田中さん

木
与
民
謡
カ
ラ
オ
ケ

水
津
さ
ん

泉の会　水津さん他

藤浩会　石川さん他

カ・パー・フラ・オカハラ
マープアナのみなさん

レインボーのみなさん

しゃくなげの会
山本さん

ち
ど
り
会　

上
村
さ
ん

ち
ど
り
会　

西
村
さ
ん

三丁櫓のみなさん

2部 1部

司会の
羽鳥さん



12

　

災
害
時
に
町

の
防
災
拠
点
と

な
る
役
場
庁
舎

の
耐
震
化
工
事

が
、
３
月
30
日

に
完
了
し
ま
し

た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
も

っ
と
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め

に
、
庁
舎
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

も
実
現
。
３
階

議
場
の
傍
聴
席
に
車
イ
ス
席
を
設
け
、
議
場
へ
の
通
路
も
段

差
を
な
く
し
手
す
り
を
設
置
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
備
え
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
階
住

民
課
に
は
総
合
窓
口
を
設
け
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
耐
震
化
工
事
の
完
了

に
伴
い
、
見
学
会
及
び
東
日
本

大
震
災
報
道
写
真
展
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
多
く
の
住
民
の
方
に

ご
来
庁
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
学
に
来
ら
れ
た
米
原
ヨ
シ

子
さ
ん（
筒
尾
）は
、「
設
備
が

充
実
し
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

昨
年
大
き
な
災
害
の
起
こ
っ
た

今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
施

設
が
大
切
。
職
員
さ
ん
の
説
明

も
分
か
り
や
す
く
、
大
変
よ
う

あ
り
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

春
の
到
来
を
告
げ
る

イ
ベ
ン
ト
「
春
の
海
鮮
ま
つ
り
」
が
３
月
18
日
、
道
の
駅
阿

武
町
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

人
気
の
奈
古
新
鮮
活
魚
市
は
、
奈
古
漁
港
の
活
魚
蓄
養
施

設
前
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
地
元
漁
師
さ
ん
の
威
勢
の

良
い
声
が
飛
び
交
う
な
か
、
旬
の
桜
鯛
、
ヤ
ズ
、
イ
サ
キ
、

サ
ザ
エ
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
テ
ナ
ン
ト
で
は
、
う
に
め
し
、
サ
ザ
エ
の
壺
焼
き
、
お

も
ち
、
お
こ
わ
な
ど
地
元
な
ら
で
は
の
食
材
が
な
ら
び
、
サ

ザ
エ
の
つ
か
み
ど
り
や
日
本
海
漁
船
ク
ル
ー
ズ
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
見
島
航
空
自
衛
隊

（
ニ
ー
ニ
ー
ズ
３
人
に
よ
る
）
の
沖
縄
民
謡
エ
イ
サ
ー
や
津

軽
恋
女
の
作
曲
家
の
大
倉
百
人
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ

れ
終
日
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

春到来!!「旬の食材」
が盛りだくさん

笑
顔
の
声
か
け
に
「
ほ
っ
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
４
月
６
日

〜
15
日
ま
で
の
10
日

間
、
全
国
一
斉
に
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
武
町
で
は
期
間

中
、
朝
と
夕
方
に
国

道
な
ど
の
危
険
個
所

で
の
街
頭
指
導
を
は

じ
め
、
６
日
に
は
各

地
区
で
「
交
通
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
作
戦
」
を

実
施
。
交
通
安
全
協

会
分
会
役
員
や
母
の

会
、
交
通
指
導
員
な

ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

宇
田
郷
地
区
長
浜

パ
ー
キ
ン
グ
で
は
、

警
察
官
に
誘
導
さ
れ

て
停
車
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
は
「
何
か
し
た

か
し
ら
!?
」
と
ド
キ

ド
キ
し
た
様
子
。「
安

全
運
転
お
願
い
し
ま

す
ね
！
」
と
笑
顔
で

声
を
か
け
ら
れ
る
と

ホ
ッ
と
し
た
表
情
で
、

「
あ
り
が
と
う
！
」

と
言
葉
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。

道の駅 春の海鮮まつり道の駅 春の海鮮まつり道の駅 春の海鮮まつり

役場本庁舎の耐震化完役場本庁舎の耐震化完了！了！
庁舎見学会を開催庁舎見学会を開催

役場本庁舎の耐震化完了！
庁舎見学会を開催

説明をうける住民のみなさん1階総合窓口

ドライバーに安全運転を呼びかける参加者

大倉百人さんライブ 活魚市は大賑わい

サザエのつかみどり

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

中村町長と談笑

も
ん　

ど
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp

　

春
う
ら
ら
か
な
日
差
し

の
中
、
４
月
４
日
、
み
ど

り
保
育
園
で
入
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
本
園
、
分
園

合
わ
せ
て
21
人
が
入
園
。

園
児
た
ち
は
真
新
し
い

園
児
服
に
、
玄
関
で
名

札
を
付
け
て
も
ら
い
、

嬉
し
そ
う
に
満
面
の
笑
み

で
保
護
者
と
列
席
。
手
遊

び
を
し
た
り
歌
を

歌
っ
た
り
し
な
が

ら
、
自
分
の
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
元

気
に
返
事
を
し
、

こ
れ
か
ら
の
保
育

園
で
の
生
活
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

「
元
気
・
根
気
・

勇
気
」
の
校
訓
を
刻

ん
だ
記
念
碑
の
除
幕

式
が
４
月
６
日
、
阿

武
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
こ
の

校
訓
を
ず
っ
と
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」
と

阿
武
小
第
一
期
卒
業

生
17
人
か
ら
卒
業
記

念
品
と
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
、
記
念
碑

の
文
字
は
板
垣
保
彦

校
長
に
よ
っ
て
書
か

れ
ま
し
た
。

　

板
垣
校
長
は
、「
文

字
は
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
の
事
を
想
い
な

が
ら
、
心
を
込
め
て

書
き
ま
し
た
。
阿
武

小
の
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
の
決
め
た
道
を

真
っ
す
ぐ
に
の
び
の

び
と
進
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

「
三
気
」
の
魂
、
永
遠
に
！

元
気
に
お
返
事
「
ハ
イ
ッ
!!
」

４
０
０
年
の
時
に
、
思
い
を
馳
せ
て

佐
々
木
小
次
郎
供
養
祭

　

福
賀
野
沢
に
あ
り
、
佐
々

木
小
次
郎
の
も
の
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
墓
で
４
月
13
日
、

佐
々
木
小
次
郎
供
養
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

巌
流
島
の
決
闘
で
小
次
郎

が
宮
本
武
蔵
に
敗
れ
た
と
さ

れ
る
１
６
１
２
年
４
月
13
日

か
ら
４
０
０
年
の
節
目
。
墓

地
の
保
存
を
行
っ
て
い
る
佐

々
木
小
次
郎
慕
古
の
会
副

会
長
の
佐
々
木
富
士
夫
さ
ん

（
野
沢
）
は
、「
全
国
唯
一

の
遺
産
で
あ
り
、
歴
史
あ
る

墓
が
地
元
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
守
っ
て
い

き
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
永
年
使
用
さ
れ
損
傷
の
激
し
か
っ
た
小
次
郎
墓

地
ま
で
の
登
山
道
が
整
備
さ
れ
、
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
事
組
合
法
人

福
の
里
に
よ
り
1
7
6
万
4

０
０
０
円
の
事
業
費
を
か
け

行
わ
れ
た
も
の
で
、
擬
木
の

階
段
や
手
す
り
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

阿
武
小
学
校
卒
業

阿
武
小
学
校
卒
業

　

記
念
碑
除
幕
式

　

記
念
碑
除
幕
式

阿
武
小
学
校
卒
業

　

記
念
碑
除
幕
式

ハイ！よくよく

できましたできました
よく

できました

記念碑を贈った阿武小学校　第一期卒業生

も　
　

こ

供
養
祭
の
様
子

小
次
郎
の
も
の
と
伝
わ
る
墓

整
備
さ
れ
た
登
山
道

み
ど
り
保
育
園
で
入
園
式

みどり保育園分園みどり保育園本園
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町
民
の
暮
ら
し
の
足
を
確
保

す
る
た
め
、
町
内
３
地
区
一
斉

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行

事
業
の
試
験
運
行
を
開
始
し
ま

す
。

  

● 

運
行
の
目
的

　

公
共
交
通
機
関
の
、
空
白
地

域
と
な
っ
て
い
る
町
内
各
地
区

の
周
辺
部
と
拠
点
を
、
ワ
ゴ
ン

車
輸
送
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

買
い
物
や
通
院
な
ど
の
利
便
性

が
向
上
し
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
方
式
で
地
区
内
を

き
め
細
か
に
運
行
し
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
、
何
の
目
的

で
も
、
予
約
無
し
で
ご
利
用
で

き
ま
す
。

  

● 

運
行
の
内
容

▼
車
両
／
10
人
乗
ワ
ゴ
ン
車

　

こ
の
度
、
導
入
し
た
車
両
は

10
人
乗
り
の
４
輪
駆
動
の
ワ
ゴ

ン
車
で
、
各
地
区
と
も
１
台
の

計
３
台
で
す
。

　

車
両
の
外
観
は
、
白
地
に
阿

武
町
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
ピ
ン
ク

と
青
と
緑
の
ス
ト
ラ
イ
プ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
マ
ー
ク
を
４
面
に

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
奈
古
地
区
は

「
な
ご
や
か
号
」、
福
賀
地
区

は
「
こ
う
ふ
く
号
」、
宇
田
郷

地
区
は
「
ふ
れ
あ
い
号
」
の
愛

称
を
付
け
ま
し
た
。

　

バ
ス
停
で
の
乗
り
降
り
が
容

易
に
な
る
よ
う
、
停
車
時
に
は

自
動
で
乗
降
ス
テ
ッ
プ
が
ス
ラ

イ
ド
で
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、

手
す
り
も
付
い
て
い
ま
す
。

▼
運
賃
／
片
道
定
額
１
０
０
円

▼
運
行
開
始
日
／

　

５
月
１
日
（
火
）

▼
運
行
の
便
数
／
午
前
中
を
中

　

心
に
３
便
運
行
し
ま
す
。

▼
運
行
日
／

○
奈
古
地
区
が
月
・
水
曜
日

○
宇
田
郷
地
区
が
火
・
金
曜
日

○
福
賀
地
区
は
宇
生
賀
〜
伊
当

　

方
面
が
月
・
水
曜
日

○
飯
谷
〜
久
瀬
原
方
面
が
火
・

　

金
曜
日

　

各
地
区
と
も
週
２
回
の
運
行

で
す
。（
た
だ
し
、
該
当
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
運
行
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
は
、

国
道
１
９
１
号
沿
線
以
外
で
交

通
の
安
全
が
確
保
で
き
る
と
こ

ろ
で
は
、
所
定
の
バ
ス
停
以
外

で
も
フ
リ
ー
乗
降
が
で
き
ま
す
。

　

乗
車
の
際
に
は
、
運
転
手
に

分
か
る
よ
う
手
を
上
げ
て
乗
車

し
て
く
だ
さ
い
。

　

降
車
の
際
は
早
め
に
運
転
手

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
運
行
時
刻
表
と
バ
ス
停
の
場

所
、
路
線
図
／
概
要
は
左
の

通
り
で
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
、

職
場
用
に
別
刷
り
で
時
刻
表

の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
と
も
路
線
の
主
な
変

　

更
点
と
し
て
は
、

○
奈
古
地
区
で
は
、
新
た
に
漁

協
前
〜
浦
公
民
館
〜
道
の
駅

を
ル
ー
ト
に
加
え
ま
し
た
。

○
宇
田
郷
地
区
で
は
、
新
た
に

畑
と
井
部
田
集
落
を
回
り
ま

す
。

　

 
ま
た
、
宇
田
郷
駅
か
ら
Ｊ

Ａ
ふ
れ
あ
い
店
前
ま
で
は
旧

道
を
回
り
、
宇
田
浦
の
ま
ち

な
か
を
通
り
ま
す
。

○
福
賀
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
の

診
療
所
送
迎
の
予
約
制
か
ら

定
時
定
路
線
に
変
更
し
ま
し

た
の
で
、
で
き
る
だ
け
き
め

細
か
な
路
線
に
し
て
い
ま

す
。

　

９
月
末
ま
で
試
験
運
行
期
間

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
利
用
状
況

を
見
な
が
ら
時
間
や
路
線
を
改

善
し
、
10
月
か
ら
本
運
行
を
開

始
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

車
両
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

青
が
海
、
緑
が
山
と
里
、
ピ

ン
ク
は
人
の
温
か
さ
を
意
味

し
斜
め
の
ス
ト
ラ
イ
プ
で
町

の
活
力
と
勢
い
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

い
よ
い
よ
５
月
１
日
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
開
始

座席

乗降ステップ

地区ごとに新車輌を配備
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阿武町コミュニティワゴン路線図

阿武町コミュニティワゴン時刻表

※

拡
大
し
た
時
刻
表
を
広
報
と

　

い
っ
し
ょ
に
お
配
り
し
ま
す
。

バス停イメージ
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阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
先
生
方
13
人
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

※

臨
時
・
講
師
の
先
生
を
含
む

①
出
身
地
（
市
町
）

②
趣
味
・
特
技
な
ど

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　

自
己
紹
介
な
ど

（
敬
称
略
）（　

）は
新
勤
務
校

【
阿
武
小
学
校
】

▼
教
頭　

坂
倉
弘
道（
椿
西
小
）

▼
教
諭　

白
石
隆
子（
椿
東
小
）

▼
教
諭　

工
藤
博
美（
福
川
小
）

▼
事
務
主
査　

長
嶺
真
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
倫
小
）

【
福
賀
小
学
校
】

▼
教
諭　

恩
村
恵
子（
三
見
小
）

▼
養
護
教
諭　

河
村
晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
紫
福
小
）

【
福
賀
中
学
校
】

▼
教
諭　

阿
武
一
美（
大
島
中
）

▼
教
諭　

成
松
裕
昭（
須
佐
中
）

【
阿
武
中
学
校
】

▼
教
諭　

石
津
昭
男（
大
島
中
）

▼
教
諭　

中
原
晴
美（
萩
西
中
）

田
中　

泰
博

　

阿
武
小
教
頭

①
萩
市
②
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、愛
犬
と

の
散
歩
③
豊
か
な
自
然
と
地
域
の

温
か
い
雰
囲
気
、そ
し
て
新
し
い
校

舎
に
感
激
し
て
い
ま
す
。阿
武
町
の

人
や
自
然
、行
事
等
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新しい先生新しい先生
１３１３人に人に
聞きました聞きました

新しい先生新しい先生
１３１３人に人に
聞きました聞きました

新しい先生
１３人に
聞きました

町
内
小
・
中
学
校

教
職
員
の
転
出
な
ど

た　

な
か　
　
　
　

や
す　

ひ
ろ

渡
邊　

淳
子

　

阿
武
小
主
査

①
萩
市
②
旅
行

③
き
れ
い
な
校

舎
、
地
域
の
温
か
い
雰
囲
気
に
、

も
う
す
っ
か
り
阿
武
町
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
て
い
ま
す
。
早
く
保

護
者
や
地
域
の
方
に
覚
え
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
達
の
元
気
を
応
援

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た　

な
べ　
　
　
　

あ
つ　

こ

岡
賀
智
恵
美

　

阿
武
小
教
諭

①
防
府
市
②
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
③
早
く
阿
武
町
に
慣
れ
、す
て

き
な
所
を
た
く
さ
ん
発
見
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。阿
武
小
の
子
ど

も
達
と
一
緒
に
、勉
強
し
た
り
、運

動
し
た
り
、遊
ん
だ
り
し
て
、毎
日

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

お
か　

が　
　

ち　
　

え　
　

み

橋
本　

純
子

　

阿
武
小
教
諭

①
山
口
市
②
茶

道
（
煎
茶
）
、

音
楽
鑑
賞
③
豊
か
な
自
然
の
中
で

地
域
の
み
な
さ
ん
と
手
を
た
ず
さ

え
な
が
ら
子
ど
も
達
の
た
め
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

は
し　

も
と　
　
　

じ
ゅ
ん　

こ

横
山
美
貴
恵

　

阿
武
小
教
諭

①
阿
武
町
②
水

泳
、
読
書
③
な

つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
に
も
ど
っ
て

来
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
よ
さ
を

た
く
さ
ん
見
つ
け
、
活
か
し
な
が

ら
、
と
も
に
伸
び
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
こ　

や
ま　

み　
　

き　
　

え

木
村　

信
恵

福
賀
小
養
護
教
諭

①
阿
武
町
②
映

画
鑑
賞
③
子
ど

も
が
小
さ
い
頃
お
世
話
に
な
っ
た

学
校
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
元
気
を
応

援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

き　

む
ら　
　
　
　

の
ぶ　

え

杉
山　

直
樹

　

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
卓

球
、
手
品
③
福

賀
中
学
校
で
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
卓
球
大
好
き
少
年（
？
）で

す
。山
の
幸
を
満
喫
し
な
が
ら
、

「
や
る
気
・
元
気
・
本
気
」を
モ
ッ

ト
ー
に
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

す
ぎ　

や
ま　
　
　
　

な
お　

き

玉
村　

育
代

　

阿
武
中

　

学
習
支
援
員

①
萩
市
②
絵
画

③
美
し
い
海
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
り
、

新
し
い
校
舎
に
光
が
た
く
さ
ん
入

る
明
る
い
教
室
。す
ば
ら
し
い
環
境

で
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
学
べ

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
ま　

む
ら　
　
　
　

い
く　

よ

池
田　

展
代

　

福
賀
小
教
諭

①
美
祢
市
②
草

む
し
り
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
③
豊
か
な
自
然
を
見
て
、川

で
魚
を
釣
っ
た
り
、山
で
基
地
を
作
っ

た
り
し
た
子
供
の
頃
を
思
い
出
し
ま

し
た
。福
賀
の
人
々
、自
然
に
触
れ
、

た
く
さ
ん
の
発
見
が
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

い
け　

だ　
　
　
　

の
ぶ　

よ

茂
刈　

清
香

阿
武
小
学
習
支

援
員
①
阿
武
町

②
さ
く
ら
ん
ぼ

の
茎
を
口
の
中
で
結
ぶ
こ
と
③
本

当
は
シ
ャ
イ
で
恥
ず
か
し
が
り
屋
な

の
に
、周
り
の
人
は
誰
も
認
め
て
く

れ
ま
せ
ん
。夜
空
の
星
や
お
月
様
を

眺
め
て
自
分
を
な
ぐ
さ
め
て
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー
は「
熱
き
心
」で
す
。

も　

が
り　
　
　
　

き
よ　

か

吉
松　

孝

　

阿
武
中
教
諭

①
山
口
市
②
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
審
判
③
ま
だ
ま
だ
新

し
い
校
舎
を
一回
り
し
て
み
て
、と
て

も
広
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
こ
の
広
い
校
舎
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
声
を
響

か
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
し　

ま
つ　
　
　

た
か
し

安
光　

明
文

　

阿
武
中
教
諭

①
阿
武
町
②
ド

ラ
イ
ブ
、温
泉
旅

行
③
平
成
７
年
４
月
か
ら
３
年
間
、

宇
田
中
学
校
に
勤
務
し
ま
し
た
。あ

れ
か
ら
14
年
、再
び
阿
武
町
に
ご
縁

を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。ふ
る

さ
と
へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
最

善
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

や
す　

み
つ　
　
　
　

あ
き　

ふ
み

西
村　

法
一

　

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、柔
道

③
長
閑
で
自
然
豊
か
な
地
と
純
朴

な
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
が
楽
し
み
で
す
。

「
心
技
体
」を
も
っ
て
共
に
成
就
感

を
味
わ
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

に
し　

む
ら　
　
　
　

の
り　

か
ず

澄
川
あ
け
み

　

阿
武
小
講
師

①
萩
市
②
ピ
ア

ノ
、
ス
ポ
ー
ツ

③
前
年
度
は
、
２
つ
の
小
学
校
で

「
音
楽
」の
非
常
勤
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
週
２
日

（
月
・
水
曜
）、
阿
武
小
学
校
で
低

学
年
の
み
ん
な
と
勉
強
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

す
み　

が
わ

さわや
かな春の香りが
広がる新学期
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村上　貴志
教　諭
田布施
農業高校

宝蔵　剛
教　諭

（山口農業高校）

大野元大
教　諭
萩総合
支援学校

永田範行
実習助手

（山口農業高校）

石津　南
養護教諭
（新規採用）

森重祐二
校　長
山口県学校
安全・体育課

　初めての駐在所勤務ですが、阿武町は私の
生まれ育った故郷と似たところがあり、安全
で安心なまちづくりに町民の皆様方の支援を
受けながら、一体となって取り組んでいきた
いと思います。よろしくお願いします。

町の治安を守る！我が町の
駐在所長を紹介します

くら た　　　やすはる

新 阿武町教育委員会 事務局次長
（派遣社会教育主事）
　　　　　矢　田　耕　一
　この度の人事異動で、萩市
立育英小学校から阿武町教育
委員会に着任いたしました。
　生まれは島根県出雲市、住まいは益田市で
す。以前、阿武町には魚釣りによく来ていまし
た。その時、自然のすばらしさにいつも感動し
ていました。そして、今は着任数日ですが人の
あたたかさにいつも感動しています。そんな阿
武町で勤務できることを大変うれしく思いま
す。これから、人と人との「絆」を大切にしな
がら、阿武町のために精一杯努力していきたい
と思います。ご指導とご協力をいただきます
よう、よろしくお願いします。

前 阿武町教育委員会 社会教育係長
（派遣社会教育主事）
　　　　　有　馬　章　治
　この度の人事異動で、萩市立
椿西小学校勤務を命ぜられ、過
日着任しました。
　阿武町では、２年間という短い間でしたが、生
涯学習・生涯スポーツ関係を中心とした職務の中
で、町民の皆様に大変お世話になりました。なか
でも、おいでませ！山口国体に関する業務を担当
し、多くの方々のご協力で芝生グラウンドを作り、
障害者ソフトボール大会を実施できたことは、強
く印象に残っています。様々な活動を通して多く
の方と出会ったことは私にとって一生の宝物で
す。阿武町での経験を今後の職務で生かし、さら
に精進して参りたいと思います。本当にお世話に
なりました。ありがとうございました。

どうぞよろしくお願いします本当にお世話になりました

奈古警察官　駐在所長　倉田　泰治
出身地／下関市菊川
前勤務地／山口警察署

　

３
月
21
日
山
口
県
庁
に
お
い

て
、
平
成
23
年
度
山
口
県
消
防
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
阿
武
町
消
防
団

が
山
口
県
知
事
表
彰（
表
彰
旗
）を

受
章
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
規

律
が
厳
正
で
技
能
に
熟
達
し
、
よ

く
消
防
の
使
命
達
成
に
努
め
、
そ
の
成
績
が
抜
群
で
あ

る
」
と
認
め
ら
れ
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

福賀分団副分団長
植田  寿美（上東郷）
【福賀分団部長】

宇田郷分団副分団長
水津  幸和（宇田中央）
【宇田郷分団部長】

阿
武
町
消
防
団

山
口
県
知
事
表
彰

（
表
彰
旗
）を
受
章

　消防団幹部の退団に伴い４月１日付で異動があり、４月２
日に役場で消防団辞令交付式が行われました。（敬称略）【旧職】

宇田郷分団分団長
茂刈  達美（尾無畑）
【宇田郷分団副分団長】

阿武町消防団　町民の生命・財産を守る！

　

平
成
24
年
度
の
人
事
異
動

で
、
奈
古
高
校
に
新
し
く
６

人
の
教
職
員
が
着
任
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

　

※

（　

）は
旧
勤
務
校
等

奈
古
高
校
の

新
し
い
先
生
紹
介

▶退団　宇田郷分団分団長　　伊藤　憲男（宇田中央）
　　　　宇田郷分団副分団長　廣石　勝（宇田中央）
　　　　福賀分団副分団長　　池田　誠（宇生賀中央）

（ ） （ ） （ ）
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販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ
の
差

額
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
の

安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
戦
略
作
物
へ
の
作
付
転
換

を
促
し
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
農
業

の
多
面
的
機
能
の
維
持
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
月

上
旬
に
該
当
者
の
皆
さ
ん
へ
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
経
済
課　

☎
２
ー
３
１
１
４

は
る
な

4
月
生
ま
れ

神
上
陽
夏
ち
ゃ
ん（
浜
の
二
）

平
成
23
年
4
月
21
日
生
ま
れ

（
マ
マ
）
夏
美
さ
ん

　

お
散
歩
大
好
き
な
陽
夏
で
す
。

負
け
ず
嫌
い
で
や
ん
ち
ゃ
な
お
転

婆
娘
。

　

９
カ
月
で
歩
く
よ
う
に
な
り
、

い
ま
で
は
歩
く
こ
と
が
大
好
き
で
、

よ
く
お
外
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
町

で
見
か
け
た
ら
声
か
け
て
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
遊
ぼ
う
ね
。

河
原
さ
く
ら
ち
ゃ
ん（
上
郷
）

平
成
23
年
4
月
11
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
昇
さ
ん
・（
マ
マ
）
由
香
さ
ん

　

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
誕
生
日
お
め
で

と
う
！

　

最
近
や
っ
と
つ
か
ま
り
立
ち
が

出
来
る
様
に
な
っ
た
ね
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
の
遊
ん
で
い
る
お

も
ち
ゃ
を
欲
し
い
と
駄
々
を
こ
ね

る
の
は
早
い
け
ど
、
兄
弟
仲
良
く

遊
ん
で
ね はるな

さくら

　

阿
武
町
で
は
、
定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
左
記

の
と
お
り
各
奨
励
金
の
交
付
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

種　類 交　　　付　　　額 内　　　　　　　　容
Ｕターン
奨 励 金

転　　入
奨 励 金

就　　業
支 度 金

結婚祝金

出産祝金

世帯（２人以上） 200,000円
単身者 50,000円
世帯（２人以上） 100,000円
単身者 50,000円
世帯（２人以上） 300,000円
単身者 100,000円

 50,000円

 50,000円

第　１　子 30,000円
第　２　子 50,000円
第　３　子 100,000円
第　４　子 200,000円
第５子以上 300,000円

阿武町に定住の意志のある45歳以下の方がＵターンさ
れた場合。ただし、山口県内からのＵターンは除きます。

阿武町に定住の意志がある方が転入された場合。

阿武町に定住の意志のある45歳以下の方が第１
次産業就業のため転入された場合。
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が新卒
就業された場合。(町外勤務も可)
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が結婚
された場合。

阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が子供
を出産された場合。

※尚、この制度は年の途中で変更することがあります。
※詳しくは、役場総務課（☎2－3111）または住民課、各支所窓口にお問い合わせください。

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

阿
武
町
に
定
住
し
た
い

　
　

 　
「
あ
な
た
」を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

主な内容は下記のとおりです。
区　　分 作　　物　　名 単価（10a）
米の所得補償
交付金

 畑作物の所得
補償交付金

水田活用の
所得補償交付金

米

大豆、そば等

麦・大豆・飼料作物
飼料用米・WCS用稲
耕蓄連携（資源循環等）
野菜、景観作物等

15,000円

作物毎の単価

35,000円
80,000円
13,000円
作物毎の単価



奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
を
開
催

　

３
月
18
日
に
、
奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
を
開
催

し
、
９
人
が
卒
団
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
親
子
で
サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合
を

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
一

年
間
の
成
長
を
感
じ
る
プ
レ
ー

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
団
式
で
は
、
在
団
員
が
卒

団
員
一
人
ひ
と
り
に
心
の
こ
も

っ
た
送
る
言
葉
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。
卒
団
員
か
ら
は
、
指
導
者
や
在
団
員
に
思
い

出
や
感
謝
の
言
葉
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
新
入
団
員
を
加
え
、
サ
ッ
カ
ー
17
人
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
12
人
で
新
た
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
で
消
火
訓
練
実
施

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
３
月
30
日

に
、
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
と
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

訓
練
は
、
農
産
物
加
工
室

（
調
理
室
）
か
ら
火
災
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
で
、
消
火
栓

を
使
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
も
実
施
し
ま
し

た
。

　

多
く
の
人
が
利
用

す
る
町
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め

に
、
定
期
的
に
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
賀
婦
人
会
総
会
を
盛
大
に
開
催

　

福
賀
婦
人
会
総
会
が
３
月
17
日
、
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
会
員
１
５
０
人
が
参
加
し
て
新
年
度
の
事

業
計
画
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
帯
行
事
と
し
て
の
講
演
会
で

は
、
山
口
県
立
大
学
の
江
里
健
輔

学
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
と

れ
る
皺
、
と
れ
な
い
皺
」
と
題
し

て
、
病
的
老
化
の
原
因
で
あ
る

「
サ
ビ
つ
き
」
を
最
小
化
す
る
た

め
に
も
生
活
習
慣
病
対
策
や
免
疫

力
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る
方
法
な

ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
大
変
興

味
深
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
年
間
表
彰

【
男
性
の
部
】
優　

勝　

倉
増
忠
明
（
上
東
郷
）

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

梅
田　

晃
（
宇
生
賀
中
央
）

　
　
　
　
　
　

第
３
位　

末
舛
孫
一
（
森
見
藤
）

【
女
性
の
部
】
優　

勝　

植
田
明
子
（
上
東
郷
）

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

清
水
豊
子
（
新
田
）

　
　
　
　
　
　

第
３
位　

田
中
敦
子
（
宇
生
賀
中
央
）

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
年
間
表
彰

【
男
性
の
部
】
優　

勝　

岡　

幸
博
（
新
田
）

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

梅
田　

晃
（
宇
生
賀
中
央
）

　
　
　
　
　
　

第
３
位　

西
坂
章
士
（
山
口
市
）

【
女
性
の
部
】
優　

勝　

岡
と
も
よ
（
萩
市
）

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

西
坂
千
代
子
（
山
口
市
）

　
　
　
　
　
　

第
３
位　

藤
田
け
い
こ
（
萩
市
）

【
団
体
の
部
】
第
１
位　

福
娘
チ
ー
ム

宇
田
郷
寿
齢
大
学
移
動
教
室
開
催

　

２
月
26
・
27
日
に
31
人
が
参
加
し
て
、
鹿
児
島
方
面
へ

宇
田
寿
齢
大
学
の
移
動
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

磯
庭
園
、
長
崎
鼻
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
知
覧
特
攻
記

念
館
へ
参
り
ま
し
た
。

　

磯
庭
園
で
は
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
カ

ン
ヒ
桜
が
咲
き
誇
り
、
薩
摩
切
子
の

美
し
さ
に
見
と
れ
ま
し
た
。
２
日
目

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
長
崎
鼻
に
て
開

聞
岳
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
、
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
見

て
回
り
、
知
覧
特
攻
記
念
館
で
は
特

攻
の
母
・
鳥
浜
と
め
さ
ん
の
話
に
涙
し
ま
し
た
。

　

片
道
６
０
０
km
の
長
旅
も
ガ
イ
ド
さ
ん
の
ジ
ョ
ー
ク
と

ツ
ッ
コ
ミ
の
あ
る
話
に
引
き
込
ま
れ
、
楽
し
く
笑
い
の
絶

え
な
い
思
い
出
に
残
る
移
動
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

宇
田
郷
人
権
学
習
講
座
開
催

　

２
月
19
日
、
雪
の
ち
ら
つ
く
寒
い
中
、
65
人
が
参
加
し

て
、
宇
田
郷
人
権
学
習
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
山
口
赤
十
字
病
院
副
院
長
末
永
和
之
先
生

で
、「
前
向
き
に
明
る
く
生
き
る
に
は
」
と
題
し
て
「
皆
、

宇
宙
か
ら
命
を
戴
き
、
自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
。
出
会

い
を
大
切
に
し
、
感
動
し
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
。
現
在

は
、
加
齢
、
環
境
因
子
、
ウ
イ
ル
ス
、
紫
外
線
な
ど
に
よ

り
細
胞
は
傷
つ
き
病
気
に
か
か
る
が
、
免
疫
、
体
力
、
気

力
が
充
実
し
て
い
れ
ば
、
細
胞
は
修
復
で
き
る
。
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
、
希
望
を
持
つ
こ
と
。
生
き
甲
斐
を
持

つ
こ
と
。
最
後
ま
で
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
。

こ
れ
が
前
向
き
に
明
る
く
生
き
る
こ
と
」
と
お
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
の
著
書
４
冊
を
サ
イ
ン
入
り
で
宇
田
郷
公

民
館
へ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
思
い
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
是
非
、
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。
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鹿児島への移動教室

卒団式の様子

ホ
ー
ス
を

使
っ
た
訓
練

消火器による
初期消火訓練
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シリーズ　奈古高はいま
　

３
月
13
日（
火
）、
１
年
生
を
対

象
に「
よ
う
こ
そ
先
輩
・
進
学
編
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
等
へ
進
学
す
る
に
あ
た

っ
て
何
が
必
要
で
、
進
学
し
た
後

の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
を
先
輩
方
に
聞
く
機
会
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
会
を
設
定
し
ま

し
た
。　

　

本
校
生
徒
の
進
学
は
、
推
薦
入

試
の
利
用
が
多
く
、
早
め
の
対
応

が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
ま
だ
１

年
生
で
は
あ
り
ま
す
が
、
春
休
み

を
利
用
し
帰
省
中
の
卒
業
生
を
招

き
、
中
学
高
校
時
代
何
を
ど
の
よ

う
に
努
力
し
て
き
た
か
な
ど
、
現

在
の
学
校
生
活
の
様
子
に
つ
い
て

対
話
形
式
で
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

生
物
資
源
科
学
科
は
専
門
高
校

枠
を
生
か
し
て
、
農
業
に
関
す
る

国
公
立
大
学
や
有
名
私
大
へ
の
入

学
が
可
能
で
す
。
今
回
は
島
根
大

学
や
東
京
理
科
大
学
な
ど
の
先
輩

や
、
普
通
科
の
生
徒
を
中
心
に
希

望
者
が
多
い
保
育
系
や
看
護
系
で

学
ぶ
５
名
の
先
輩
方
に
来
校
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
自
分
達
の
年
齢
に
近

い
先
輩
方
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
今
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
学

び
取
っ
た
よ
う
で
す
。
就
職
を
希

望
し
て
い
る
生
徒
も
出
欠
席
や
日

々
の
学
習
の
大
切
さ
を
感
じ
た
よ

う
で
し
た
。
先
輩
方
の
話
を
聞
い

て
全
て
の
生
徒
が
自
ら
の
夢
の
実

現
に
向
け
て
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
14
日（
水
）、
５
・
６
限
目

に
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た

「
校
内
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
夏
に
実
施
し
た
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
踏
ま
え
、
更
に

細
か
く
各
自
の
進
路
希
望
に
合
わ

せ
た
、
面
談
形
式
で
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
と
な
り
ま
し
た
。　

　

５
限
目
に
つ
い
て
は
、
大
学
進

学
希
望
者
・
専
門
学
校
進
学
希
望

者
・
就
職
希
望
者
そ
れ
ぞ
れ
に
分

か
れ
て
総
合
的
な
説
明
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

就
職
総
合
説
明
会
で
は
、「
な

れ
れ
ば
い
い
な
」
と
い
う
甘
い
考

え
方
で
は
な
く
「
な
る
ん
だ
」
と

い
う
意
識
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
成

功
（
自
分
が
な
り
た
い
姿
）
＝
行

動
（
意
識
）」
で
あ
る
、
と
い
う

心
構
え
、
意
識
の
持
ち
方
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
限
目
は
、
就
職
希
望
者
は
全

員
「
正
規
社
員
と
ア
ル
バ
イ
ト
の

違
い
」
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ

り
、
大
学
・
専
門
学
校
進
学
希
望

者
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す

る
学
校
の
説
明
を
１
時
間
の
う
ち

に
２
校
聞
き
ま
し
た
。

　

福
祉
や
保
育
な
ど
の
分
野
に
関

わ
る
大
学
・
短
大
、
看
護
・
調
理

・
作
業
療
法
・
理
学
療
法
・
美
容

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
専
門
学
校
の

説
明
を
担
当
者
か
ら
少
人
数
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
細
か
い
所
ま

で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

　

１
・
２
年
生
と
も
に
、
自
分
の

興
味
あ
る
進
路
に
つ
い
て
具
体
的

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

３
月
16
日（
金
）、
ク
ラ
ス
対
抗

の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
男
子
が
サ
ッ
カ
ー

を
本
校
運
動
場
で
、
女
子
は
町
民

セ
ン
タ
ー
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
そ

れ
ぞ
れ
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
で
は
、
さ
す
が
上
級

生
の
２
年
生
が
実
力
、
体
力
と
も

に
１
年
生
を
上
回
り
圧
倒
し
ま
し

た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
１
年

生
も
健
闘
し
た
も
の
の
、
残
念
な

が
ら
２
年
生
に
上
位
を
譲
り
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
の
綱
引
き
、
長
縄
飛

び
の
競
技
で
は
１
年
生
が
大
活
躍

で
し
た
。
綱
引
き
で
生
物
資
源
科

学
科
１
年
生
が
１
位
を
取
っ
た
か

ようこそ先輩「進学編」を開催

校内進路ガイダンスが開催

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
熱
戦

と
思
え
ば
、
な
ん
と
長
縄
飛
び
で

も
、
生
物
資
源
科
学
科
１
年
生
が

34
回
で
独
走
、
他
ク
ラ
ス
を
寄
せ

つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
日
、
終
業
式
に
先
だ
っ
て
表

彰
式
が
あ
り
、
総
合
優
勝
に
輝
い

た
生
物
資
源
科
学
科
２
年
と
準
優

勝
の
生
物
資
源
科
学
科
１
年
の
両

ク
ラ
ス
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

進学した卒業生たち

真剣に話を聞く生徒たち

専門学校の説明

サッカー（男子）の様子力を合わせて、綱引き
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ご近所で
声を掛け合う　健診日
浜の二　伊藤　美子さん

佳作作品

健診は
健康管理の　第一歩
東方　小田　恵美子さん

優秀作品

健康な時こそ
受けよう　健診を

森見藤　末舛　富美枝さん

佳作作品

亀山保健師

健診は　自分を守る　道しるべ
尾無畑　金﨑　洋さん

　健診のメリット
●自分の生活習慣病のリスクがわかる
普段から、自分の体の状態を知っておくことは、とても大
事なことです。
生活習慣病は自覚症状が出にくく、心筋梗塞など大きな病気になって初めて自覚症状が出る
ことも少なくありません。早期発見は予防の鍵です。

●異常が見つかっても、気づいた時から、生活改善に取り組める
健診結果は生活改善のきかっけになります。栄養士、保健師も応援します。

●健診を定期的に受けていない人に比べ、医療費が安くすむ！
健診を受けている人の医療費は、受けていない人に比べ低く、
70歳以降では差が2倍になると言われています。早期発見で
医療費が抑えられ、健診を受けることで健康意識も高まりま
す。

　　　★あなたは今年、健診を受けますか。

☆特定健診とがん検診の受診券が一枚の紙になりました！
一枚の受診券で全ての健診が受けられます。(後期高齢健康診査は除く)
『健診のしおり』も受診券と同封して郵送します。

☆健診期間が延長
特定健診、がん検診が 10月末まで受けられます。

☆町内限定の『スマート人間ドック』が登場
国保の方におすすめの『スマート人間ドック』が始まります。
町内の医療機関で受けられ、内容も時間もお金もスマート♪

基本セット（血液検査、心電図、便潜血検査等）に加え、充実セット（視聴覚、胸部、腹
部）を選択して受けることができます。全て受けても自己負担は7,000円です。
かしこく受ける「スマート人間ドック」をご利用ください。
詳しくは『健診のしおり』をご覧ください。

※『健診に行こう!』標語優秀作品は、応募された作品の中から国民健康保険
　運営協議会委員による投票結果で選ばれたものです。

健診へ行こう標語
24年度最優秀作品
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　お腹の中で、お母さんが子どもへプレゼントした『病気に抵抗する力』は、成長とともにほとんど自
然になくなっていきます。そのため、子ども自身でその『力』をつくる必要があります。それを助ける
のが、予防接種です。予防接種には、医療機関で受ける個別接種と阿武町で受ける集団接種がありま
す。この機会にぜひ、母子健康手帳の予防接種欄を確認され、未接種の予防接種を受けてください。

　任意予防接種のうちヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチンの予防接種
の助成を行っています。対象の方には個別にお知らせしています。
　希望される方は主治医とご相談の上、接種してください。

　不妊治療を受けているご夫婦の経済的な負担を軽減するため、不妊治療費の一部を助成します。
◆一般不妊治療費助成制度：医療保険適用の不妊治療
　（例：タイミング法・薬物療法・不妊検査・不妊手術）
◆人工授精費助成制度：人工授精（医療保険適用外）
◆特定不妊治療費助成制度：医療保険適用外の体外受精および顕微授精
　（指定する医療機関による治療に限ります）
　制度に関することや治療に関するご相談も受け付けております。保健師までお気軽にご相談ください。

１８歳までの子どもさんがいらっしゃる保護者の方へ

予防接種のお知らせ

３か月を過ぎたら早めに受けましょう
１期初回３回接種後、１年後に追加接種が
あります。忘れずに接種しましょう
対象の方には個別通知しています

２期、３期、４期の方には個別通知しています。
＊接種期間は、平成25年3月末までです
＊接種期間以降は有料になります

※標準年齢は３歳からです。３歳を過ぎて
　いる子どもさんは早めに接種しましょう

１期を完了している方は２期の接種が可能
です

問い合わせ先　役場民生課保健師☎2-3113

●定期接種　BCG・三種混合・二種混合・MR（麻しん・風しん）・日本脳炎
予防接種名 対　象　年　齢 備　　　　　　考
BCG

三種混合

二種混合

MR
麻しん・風しん

日本脳炎

生後３か月～90か月未満 春と秋に行っています
対象となる方には、個別通知しています

●集団接種　ポリオ（急性灰白髄炎）

●任意予防接種　ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワクチン

予防接種名 対　　　　象 備　　　　　　考

ポリオ

不妊治療費助成制度についてのお知らせ

生後６か月未満

生後３か月～９０か月未満

小学６年生
１期：生後12か月～24か月未満
２期：小学校入学前の１年間にあたる児
３期：中学１年生に相当する年齢の者
４期：高校３年生に相当する年齢の者
１期：生後６か月～90か月未満
　＊１期２回、その後おおむね１年後に
　　１回追加接種します
２期：９歳～１２歳

注意！　平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれの方は、1期、2期の接種が完
了してない場合があります。完了していない方は特例措置として、20歳になるまで
残りの回数を接種することができます。詳しくは民生課までお問い合わせください。
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今回は３月に行われた『食改３地区交流研修会』について、小田千菊（宇久）がご紹介します。

　今年度初めて、３地区の食生活改善推進員の交流を目的とした
「食改３地区交流研修会」を町民センターで行い、38人の推進
員が参加しました。毎年総会では顔を合わせるものの、総会行事
や地区ごとの話し合いが主となり、推進員同士が交流する時間が
なかなか取れなかったことからこの研修会を企画しました。
　研修のテーマは“火災や災害時、とっさに対応するために”と
して、火災や災害時のもしものときに役立つ内容にしました。

　研修内容は、平成23年度初めに東日本大震災の災害派遣に参加
した斉藤保健師から『「もしもの」ときこそ「いつもの」備え』と題し
て、震災が起こって改めて気づかされた地域住民のつながりや地域
力の大切さについての講話をお聞きし、日頃からの備えが大事で、
どんなことをしておいたらよいかを考えるよい機会となりました。
　また、女性消防団員でもある推進員から、“家庭での火災、いざと
いうときの対応について”と題して消火器の使い方の指導を受け、
「火事だ！火事だ～！」と声を出しながら火元の手前、５mからほ
うきで掃くように消火する方法を教わりました。
　次に“非常用炊き出しごはんの作り方”と題し、日赤奉仕団とし
て研修をされた推進員から指導を受けました。以前、食改で実施を
したこともありましたが、新しく推進員になられた方もおられて、
復習もかねて行いました。１人１つずつ洗ったお米を
きちんと量り、分量の水を入れて、袋の中の空気をで
きるだけ抜くことがポイントだと教わりました。

災害時の非常食につい
ての展示も行いました。

非常時には、お米を炊くと
きに使う鍋の水は雨水でも
かまわないそうです！

非常用持ち出
し袋の内容に
ついてもお話
しいただきま
した。

推進員同士が講師となり、
研修を行いました

火事だ！火事だ～！
大きな声で叫びながら、
みんなで火を消します。

　今回の研修は、身近な内容を取り上げ、推進員同士が講師となって実施した、みんなの手づくり
研修会でした。斉藤保健師のお話の中の「日頃、体験していたことでないと災害等の非常時には行
動できない。災害時には“地域のつながり”が大事だが、“地域のつながり”すぐにはできないの
で、日頃からみんなで協力して、できる人ができることをするしくみを作っていくことが大事」と
いう言葉が印象的でした。日頃は、あまり顔を合わせる機会のない他地区の推進員ともゆっくりと
楽しく交流でき、“地域のつながり”を作るよい機会でした。これからもこのチームワークで住民
のみなさんの健康づくりのお手伝いをしていけたらと思いました。

手づくり料理で全員で和
やかに会食しました。
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介護保険料が変わります！！
平成24～26年度介護保険料（65歳以上の方）が決定しました

※介護保険の保険料は、必要な介護サービス費用が賄えるように３年ごとに見直しが行われます。
　今回は、介護保険からサービス事業者に支払われる報酬が上がったことや、介護保険サービスを利
用される方が増えてきたことなどから、保険料を変更しました。
※介護報酬が上がると保険料も上がることから、県が管理する介護保険財政安定化基金を一部取り崩
して交付され、保険料が軽減されています。
◆問い合わせ先　役場民生課 介護福祉係　☎２－３１１５

 特　例 80万円以下の者
 
（基準額） 80万円を超える者

30,300円

30,300円

45,450円

54,540円
 

60,600円 
75,750円
90,900円
106,050円

2,525円

2,525円

3,788円

4,545円

5,050円

6,313円
7,575円
8,838円

町民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、被保護者 
町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得 
金額の合計が80万円以下の者 
町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得 
金額の合計が80万円を超える者 
世帯の誰かが町民税が課税
されているが、本人非課税。
前年の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が、 
町民税課税　合計所得190万円未満の者
町民税課税　合計所得190万円以上、380万円未満の者
町民税課税　合計所得380万円以上の者

区 分 保　険　料　基　準

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
第６段階
第７段階

年　額 月　額
平成24－26年度

年金のたより こんなときは、こんな手続きを

■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　　阿武町役場住民課　　　　　☎０８３８８－２－０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合の
加入者を除く）

会社を退職したとき

配偶者の扶養から
はずれたとき

結婚や退職等で配偶者の
扶養になったとき

配偶者が会社を変わったとき

年金手帳を紛失したとき

海外に居住するとき

国民年金に加入の届出をする

第１号被保険者になる手続きをする
（扶養されている配偶者も同様）

第１号被保険者になる手続きをする

第３号被保険者になる手続きをする

再交付の申請をする

任意加入の手続きをする

国民年金をやめる

第１号被保険者→市区町村役場

第３号被保険者→配偶者の勤務先

市区町村役場

市区町村役場

配偶者の勤務先

配偶者の新しい勤務先
第１号被保険者→市区町村役場
第２号被保険者→勤務先
第３号被保険者→
　配偶者の勤務先または年金事務所
国内に協力者がいる→
　最終住所地の市区町村役場
国内に協力者がいない→年金事務所
市区町村役場

ど 　 う 　 す 　 るこ ん な と き 届　　　出　　　先

手続きには、年金手帳の他にも書類が必要な場合がありますので、事前に届出先にご確認ください。
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後期高齢者医療保険料のお知らせ
平成24・25年度の保険料率について
　被保険者均等割額　47,474円　　所得割率　9.45％
　　※年間保険料の上限額が50万円から55万円に改定されました。
平成24年度の軽減措置について
　①平成23年中の世帯主と被保険者の所得の合計に応じて、
　　「均等割額（47,474円）」が次の通り軽減されます。
　・・33万円＋（35万円×被保険者数）以下の世帯→２割
　・・33万円＋（24.5万円×世帯主を除いた被保険者数）以下の世帯→５割
　・・33万円以下の世帯→８.５割
　・・33万円以下の世帯のうち被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得割がない）の世帯→９割
　②所得割額を負担する方のうち、賦課のもととなる所得が58万円以下の方は、所得割額が５割軽減
　　されます。
　③会社などで加入していた保険の扶養家族だった方は、均等割額が９割軽減されます。

【一人世帯・公的年金収入のみの場合の保険料額の例】　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：円）

　
【年金収入203万円の被保険者の年間保険料額計算例】
＜均等割額＞　◎年 金 収 入 －　　控　除 ＝年金所得
　　　　　　　　2,030,000円 －1,200,000円 ＝830,000
　　　　　　　◎年金所得 －150,000円 ＝軽減判定所得
　　　　　　　　830,000円 －150,000円 ＝680,000円　→２割軽減に該当
　　　　　　　◎均等割額→47,474円   ×   0.8 ＝37,979円…①（端数切捨て）
＜所得割額＞　◎年金所得　　－基礎控除　　＝賦課のもととなる所得
　　　　　　　　830,000円－330,000円＝500,000円（58万円以下なので５割軽減に該当）
　　　　　　　◎所得割額→500,000円 × 9.45％ × 0.5 ＝23,625円…②
＜年間保険料額＞　① ＋ ② ＝61,604円
【問い合わせ先】山口県後期高齢者医療広域連合事務局　☎083ー921ー7112
　　　　　　　　役場住民課 税務係 国吉　　　　　　 　☎2ー0500

年金
収入

年金
所得 軽減判定

所得
軽減
割合

均等
割額

賦課
所得

均　　等　　割 所　　得　　割
軽減
割合

９割
8.5割
8.5割
２割
なし
なし

－
－
５割
５割
５割
なし

所得
割額

年間
保険料

800,000
1,200,000
1,680,000
2,030,000
2,110,000
2,625,000

0
0

480,000
830,000
910,000
1,425,000

0
0

330,000
680,000
760,000
1,275,000

4,747
7,121
7,121
37,979
47,474
47,474

0
0

150,000
500,000
580,000
1,095,000

0
0

7,087
23,625
27,405
103,477

4,747
7,121
14,208
61,604
74,879
150,951

各個人には７月に
通知します
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回
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い
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小
型
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本
運
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を
助
成
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ま
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。

◯
身
体
障
害
者
、知
的
障
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者
、

精
神
障
害
者　
　
　

年
36
回

◯
人
工
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者　

年
１
４
４
回

◯
寝
た
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り
老
人
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
24
回

◆
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー　

阿

武
町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者（
萩

近
鉄
タ
ク
シ
ー
）※

人
工
透

析
者
は
萩
市
内
も
利
用
可
能

◆
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
民
生

課　

☎
２―

３
１
１
５

心身障害者の方や75歳以上の方を対象に福祉タクシー運賃の一部を助成します
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料金▶全席指定（税込）
　　　￥8,500（450席）
主催▶Abu 100 　Dreams
後援▶アメリカ大使館
　　　阿武町
　　　阿武町教育委員会
　　　ジャズ批評
　　　ジャズワールド
　　　ジャズジャパン
協力▶village
協賛▶富士通株式会社
企画制作▶
　　　株式会社オールアート・
　　　プロモーション

開場▶17:30　開演▶18:30

阿武町町民センター
文化ホール

チケット取り扱い/
お問い合わせ▶
　阿武町町民センター
　　　　 ☎08388-2-2044
　village ☎0838-25-6596

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関
する相談を受け付けています。
☎0120－506－322
（通話料・相談料無料）
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休日当番医

お し ら せ

4月29日（日）

4月30日（月）

5月13日（日）

4月22日（日）

5月3日（木）

5月4日（金）

5月5日（土）

5月6日（日）

緊急の場合は１１９番

女
と
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詩
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自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　

５
月
31
日（
木
）で
す
。

　

今
年
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
４
月
末
に

お
送
り
し
て
い
る
納
税
通
知
書
に
よ

り
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
で

　

も
納
付
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

萩
県
税
事
務
所
（
萩
総
合
庁
舎
）

　

☎
０
８
３
８―
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竹
笛
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
心
地
よ
い

音
色
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

阿
武
町
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
28
日（
土
）　

午
後
６

　

時
〜

▼
会
場　

道
の
駅
阿
武
町 Cafe846

▼
出
演　

W
A
N
I

（
竹
笛
）、
ハ
ッ

　

パ
ト
ニ
ー
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）

　

土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
簿
の

縦
覧
を
５
月
31
日（
木
）ま
で
、
役
場

本
庁
と
福
賀
支
所
、
宇
田
郷
支
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。
縦
覧
は
無
料
で
、

土
・
日
曜
日
以
外
の
開
庁
時
間
内
に

自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

機
会
に
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ひ
ご
自
分
の
固
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資
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税
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確
か
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だ
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い
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役
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☎
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０
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昨
年
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月
の
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林
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改
正
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り
、
今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
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所
有
者
に
な
っ
た
方
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市
町
村
長

へ
の
事
後
届
出
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義
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ら
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。

▼
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出
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象
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個
人
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人
を
問

わ
ず
、
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買
や
相
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等
に
よ
り
森

林
の
土
地
を
新
た
に
取
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方

▼
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出
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土
地
の
所
有
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内
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▼
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日（
日
）　

午
前
９

　

時
〜

▼
場
所　

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
物　

タ
オ
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
サ

　

ッ
ク
な
ど

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
申
込
先

　

教
育
委
員
会
又
は
各
支
所

　

教
育
委
員
会　

☎
２―

０
５
０
１

Ａ
Ｂ
Ｕ

R
eggae N

ghit

開
催
！

土
地
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

第
２
回 

阿
武
町
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室 

参
加
者
募
集

森
林
の
所
有
者
届
け
出
制

度
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

県
税（
自
動
車
税
）の

　
　
　
　

納
付
の
お
願
い

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）市原内科皮膚科 塩屋町 ㉒0184
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838
（歯）登城歯科医院 無田ヶ原 ㉖2525

（外）田 町 診 療 所 東田町 ㉔1234
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市むつみ診療所 吉部上 ⑥0149
（歯）沢村歯科医院 江　向 ㉒1223

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（歯）まつうら歯科医院 古魚店町 ㉖1182

（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）柳　井　医　院 橋本町 ㉒0748
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市弥富医療センター 弥　富 ⑧2311
（歯）土原歯科医院 土　原 ㉕0380

（外）め づ き 医 院 土　原 ㉒2248
（内）中　坪　医　院 今魚店町 ㉒5430
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）内藤歯科医院 三　見 ㉗0009

（外）メディカルポート萩 堀　内 ㉔0082
（内）全 眞 会 病 院 玉江浦 ㉒4106
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（眼）さがら眼科クリニック 今古萩町 ㉑7333
（耳鼻）田中耳鼻咽喉科医院 東田町 ㉒0931
（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014
（歯）まつお歯科医院 無田ヶ原 ㉖1222

（外）池本整形外科 玉江浦 ㉕7575
（内）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）もんでん歯科医院 今古萩町 ㉒0016

（外）花　宮　医　院 平安古 ㉕8738
（内）波 多 野 医 院 堀　内 ㉕2788
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）すさクリニック 須　佐 ⑥3376
（歯）村上歯科医院 唐樋町 ㉕2828
※当番医の確認は役場または各支所へ
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阿武町の人口と世帯数 （3月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,430（－11）

　701（－10）

　673（－ 3 ）

3,804（－24）

1,069（－ 2 ）

　313（－ 4 ）

　324（ 0 ）

1,706（－ 6 ）

転入　 9

転出　27

出生　 1

死亡　 7

3月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

96
（114）
2
（6）

20
（12）
0
（0）

0
（0）
0
（0）

0
（0）

16
（12）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

高
熱
の
私
（
つ
ま
）
よ
り
心
配　

俺
の
飯

ひ
と

ひ
と 月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

4／20～5／20

4
月

5
月

20

21
22
24

25

26

27

28
29
1
2
8

10

11
13
14

16

19
20

金

土
日
火

水

木

金

土
日
火
水
火

木

金
日
月

水

土
日

菜 種 焼 き

わ
たし
の食改料理

手早
くでき

る簡単夕食メニュー 

東方
野付晴美さん

［材料４人分］

鰆（６０～７０g）４切、塩少々、油適量、

スクランブルエッグ［卵２個、粉チーズ

少々、菜の花８０g、うすくちしょうゆ適

量、塩適量］、油適量、トマト２／３個

［作り方］

①鰆にうすく塩をしておく。

②フライパンに油をうすくひいて、鰆を

両面焼いて火を通しておく。

③菜の花をゆでて５mm程度に切っておく。

④卵をといて、うすくちしょうゆ、塩で

味をつけ、③を入れてよく混ぜる。

⑤フライパンに油をひいて④を入れてス

クランブルエッグにする。

⑥②に⑤をのせて、オーブンで表面に少

し焼き色がつく程度に焼く。

⑦トマトはくし形に切り、⑥と一緒にお

皿に盛り付ける。

●問い合わせ先
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報 4月9日現在

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
２人

１人

不問

不問

150,000～250,000円

時給740～780円

マッサージ師
ウエイター・
ウエイトレス

山口ケアーマッサージ
道の駅阿武町

（㈱あぶクリエイション）

4月分

東日本大震災報道写真展（～25日）8:30【のうそんセンター】
食改役員会　9:00【大会議室】
誕生会　11:00【みどり保育園（本園・分園）】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
町政懇談会（福賀地区）19:00【のうそんセンター】
保育参観　保護者会・母親クラブ総会　9:00【みどり保育園（合同）】
春季軟式野球大会　8:00【町民グラウンド】
阿武町交通安全対策協議会総会　10:00【町民センター】
第１回阿武町生涯スポーツ推進会議　14:00【町民センター】
消防団団長・副団長会議　15:00【小会議室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
阿武町生活改善実行グループ連絡協議会総会　9:30【小会議室】
奈古寿齢大学運営委員会・寿齢クラブ役員会【町民センター】
阿武町コミュニティワゴン配置式　14:00【役場駐車場】
福賀エアロビクス　19:30【のうそんセンター】
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園（本園・分園）】
阿武町消防団幹部会議　16:00【第１会議室】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
北浦あぶ「粋な漁師の新鮮活魚市」15:00【奈古漁港】
鳴き砂復活隊　9:00【清ヶ浜】
阿武町コミュニティワゴン運行事業開始　8:00【町内３地区】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
すくすく乳児相談　10:30【母子健康センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
集団健診　8:00【ふれあいセンター】
第2回ウォーキング教室　9:00【町民センター及び周辺】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
奈古寿齢大学開校式・奈古寿齢クラブ総会　9:00【町民センター】
食改役員会　9:00【大会議室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
集団健診　8:00【のうそんセンター】
集団健診　8:00【町民センター】

　

漁
船
登
録
し
て
い
る
小
型
船
舶
で
も
、

次
の
様
な
場
合
は
船
舶
安
全
法
に
基
づ
く

船
舶
検
査
が
必
要
で
す
。

１
、
漁
業
者
が
次
の
よ
う
な
条
件
で
船
舶

　

を
使
用
す
る
場
合

○
海
岸
か
ら
12
海
里
を
越
え
て
操
業
す
る

○
遊
漁
船
、
交
通
船
な
ど
漁
業
以
外
の
目

的
に
も
使
用
す
る

○
祭
り
、
潮
干
狩
り
な
ど
で
臨
時
に
家
族

や
知
人
を
乗
せ
る

２
、
釣
り
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
に
船
舶
を
使
用

　

す
る
場
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構　

下
関
支
部

　

☎
０
８
３
２―

45―

３
２
４
１

船舶検査を受けましょう



◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局

　役場総務課　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

３月の優秀作品

ごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの

　もずくは、冬から春にかけて日本海沿岸に分布し

ますが、阿武町では４月頃から水揚げされます。ホ

ンダワラなどの海藻に付着することから「藻付く」

という名がついたといわれているそうですが、ひら

がな表記は「もづく」ではなく、「もずく」です。

フコイダンという成分が多く含まれ、胃腸病やガン

予防の効果があると言われ、酢と一緒に食べると体

への吸収が良くなり、より効果が期待できるとのこ

と。なお、今年の阿武町沿岸にはホンダワラが多く

発生していて、例年以上の水揚げが期待されていま

す。

【もずく酢の作り方】

　よく洗い水を切ったもずくを包丁でたたき、だし

汁、酢、砂糖、しょう油、きざみしょうがで作った

合わせ酢に投入。さらに、小さくきざんだカマボコ

やほぐした焼き魚、いりこの身などを入れれば、美

味しいもずく酢の完成です。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎０８３８８－２－２８２８

テーマ「自由」　タイトル「雫の中の太陽」
西村信教（市）

●コメント：雨上がり、丁度朝日が差し込んだ時
に、庭にある梅の蕾の水滴に、太陽の光が反射して
すごくきれいだったので写真に撮ってみました。

テーマ「３月」
タイトル「遠嶽山の落日」

西村信教（市）
●コメント：まだ冬の感
じが残る日本海と遠嶽山
に夕日が沈む前の雲の動
きが面白かったので撮り
ました。場所は宇田尾無
の国道脇の駐車場からの
景色です。

俳　

句

受
験
の
子
母
や
さ
し
さ
の
夜
食
か
な

客
は
皆
正
座
し
て
を
り
雛
遊
び

蝶
が
舞
う
父
母
の
墓
守
る
様
に

雨
上
が
り
光
る
滴
や
蕗
の
薹

小
鳥
来
て
庭
の
千
両
姿
消
す

啓
蟄
や
が
れ
き
の
山
に
色
は
な
し

春
暁
や
朝
刊
飛
ば
し
読
み
を
し
て

囀
り
や
里
に
拡
が
る
空
青
し

し
ぐ
さ
ま
で
似
て
き
て
父
の
山
笑
う

啓
蟄
や
父
の
ひ
と
振
り
鍬
の
音

白
木
蓮
雲
を
押
し
上
げ
咲
き
に
け
り

地
下
足
袋
の
弾
ん
で
歩
く
春
の
土

蝶
ふ
わ
り
今
日
の
陽
射
し
を
満
喫
す

蝶
過
ぎ
て
話
の
つ
づ
き
に
戻
り
け
り

百
年
も
か
し
こ
ま
り
た
る
雛
か
な

お
ぼ
ろ
月
し
ば
ら
く
抱
く
大
欅

禅
寺
よ
り
読
経
も
れ
来
る
蝶
の
昼

鹿
島
よ
り
潮
ふ
く
れ
来
て
蝶
の
昼

嬰
抱
き
し
あ
と
の
移
り
香
桃
の
花

蝶
の
昼
水
車
ゆ
っ
く
り
右
ま
わ
り

畦
焼
い
て
棚
田
百
枚
目
を
覚
ま
す

田
中　

文
笠（
森
見
藤
）

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

田
中　

か
め（
西
の
３
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

中
村　

良
江（　

市　

）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

も ず く

道の駅「阿武町」
新支配人の
田中良平さん

も
ふ
き　
　
　
　

と
う

す
が
た

け
い 

ち
つ

さ
え
ず

け
い  

ち
つ

く
わ

し
ろ
も
く
れ
ん

じ　

か　

た　

び

ひ
い
な

お
お
け
や
き

ぜ
ん　
で
ら

や
や

だ

か

あ
ぜ
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